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肢体不自由教育における教員の専門性の向上と指導の充実を目指して 



はじめに 

 肢体不自由教育においては、児童生徒の障がいの状態の重度・重複化や多様化、医療的ケアを必要と

する児童生徒の増加等により、多様な教育的ニーズがあるとされ、一人一人の教育的ニーズに対応する

ための個に応じた指導の工夫・充実が求められています。しかし、的確な実態把握やそれに応じた指導

目標・指導内容の設定に困難さを感じている教員が多いことが課題として挙げられています。 

そこで、肢体不自由教育における教員の専門性の向上と指導の充実を目指すことを目的として、「自

立活動指導資料（肢体不自由）」を作成しました。本資料を活用することで、指導が充実し、肢体不自

由のある児童生徒の自立と社会参加につながることを願います。 

 

＜自立活動指導資料（肢体不自由）の構成＞ 

第１章 肢体不自由教育の基本的理解 

 児童生徒の指導に当たる上で、踏まえておくべ

き基本的な知識や指導上の留意点等を掲載してい

ます。それぞれの項では、自立活動との関連を示

しています。 

 

第２章 自立活動の指導 

    ～自立と社会参加を目指して～ 

 学習指導要領解説自立活動編において示されて

いる自立活動の指導の基本的事項をまとめ、「チ

ェック欄」に要約を示しています。また、具体的

指導内容や留意点、関連する項目の中から肢体不

自由のある児童生徒に関連する事項について整理

しました。項目の中で使われている言葉の解説ペ

ージは、「参照欄」に示しています。 

 さらに、「自立活動の指導における目標設定シ

ート」を活用して目標設定をする際のポイントを

「ポイント欄」に示しています。 

 

第３章 自立活動と各教科との関連 

    ～小学部を中心に～ 

 小学部を中心とした各教科の指導上の配慮事項

や指導のための手立て等を掲載しています。あわ

せて、自立活動との関連も示しています。 

 

コラム 

 用語の説明や指導のポイント等をコラムとして

掲載しています。 

 

 

 

【用語の取扱いについて】 

 ○障害→学習指導要領から引用する場合

＜自立活動との関連＞ 

 

チェック 

＜自立活動との関連＞ 

コラム 

 
ポイント 

参照 
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第１章 

肢体不自由教育の基本的理解 
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 肢体不自由のある児童生徒への指導に当たり、まずは特別支援教育の基本的な考え方を理解しましょう。 

 

 

中央教育審議会答申「特別支援教育を推進するための制度の在り方について」（平成17年12月8日発表） 

障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立

ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難

を改善又は克服するために、適切な指導及び必要な支援を行うものである。 

平成19年４月から、「特別支援教育」が学校教育法に位置づけられ、すべての学校において、障がいの

ある幼児児童生徒の支援をさらに充実していくこととなりました。 

 

 

 障がいのある児童生徒の学びの場については、児童生徒の自立と社会参加を見据え、一人一人の教育

的ニーズに最も的確に応える指導を提供できるよう、通常の学級、通級による指導、特別支援学級、特別

支援学校といった、連続性のある多様な学びの場の整備が行われています。 

 

 

学校教育法第72条 

 特別支援学校は、視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、肢体不自由者又は病弱者（身体虚弱者

を含む。以下同じ。）に対して、幼稚園、小学校、中学校又は高等学校等に準ずる教育を施すとと

もに、障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために必要な知識技能を授けるこ

とを目的とする。 

 令和３年時点では、視覚障がい、聴覚障がい、知的障がい、肢体不自由、病弱の各障がいに対応した特

別支援学校が全国に約1,100校あります(文部科学省「令和３年度学校基本調査」)。それぞれ単一の障が

い種を対象とする特別支援学校の他に、知的障がいと肢体不自由、視覚障がいと肢体不自由と病弱など、

複数の障がい種を対象とする特別支援学校があります。 

 

 

特別支援学校 小学部・中学部学習指導要領 第１章総則第１節 

 小学部及び中学部における教育については、学校教育法第72条に定める目的を実現するために、

児童及び生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を十分に考慮して、次に掲げる目標の

達成に努めなければならない。 

 １ 小学部においては、学校教育法第30条第１項に規定する小学校教育の目標 

 ２ 中学部においては、学校教育法第46条に規定する中学校教育の目標 

 ３ 小学部及び中学部を通じ、児童及び生徒の障害による学習上又は生活上の困難を改善・克

服し自立を図るために必要な知識、技能、態度及び習慣を養うこと。 

 特別支援学校の小学部及び中学部は、小学校教育及び中学校教育と同一の目標を掲げていることに加

え、障がいによる学習上又は生活上の困難を改善・克服し自立を図るために必要な知識、技能を授けるこ

とを目的としています。 

（１）特別支援教育の基本 

特別支援学校の目的 

「特別支援教育」とは 

障がいのある児童生徒の学びの場 

特別支援学校の教育目標 
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肢体不自由とは 

身体の動きに関する器官が、病気やけがで損なわれ、歩行や筆記などの日常生活動作が困難な 

状態をいう。 

 

 

 

 

学校教育法施行令第22条の３ 

 １ 肢体不自由の状態が補装具の使用によっても歩行、筆記等日常生活における基本的な動作

が不可能又は困難な程度のもの 

 ２ 肢体不自由の状態が前号に掲げる程度に達しないもののうち、常時の医学的観察指導を必

要とする程度のもの 

 

 

特別支援学校（肢体不自由）においては、児童生徒一人一人の肢体不自由に伴う身体の動きやコミュニ

ケーション等の障がいの状態等に応じた指導とともに、知的障がいなどを併せ有している場合もあるこ

とから、以下に例示するように、一人一人の障がいの状態等を考慮した弾力的な教育課程を編成してい

ます。 

小学校・中学校・高等学校の各教科を中心とした教育課程 

小学校・中学校・高等学校の下学年（下学部）の各教科を中心とした教育課程 

知的障がい特別支援学校の各教科を中心とした教育課程 

自立活動を中心とした教育課程 

 また、小・中学部の教育課程は、各教科、道徳科（小・中学部）、外国語活動（小学部）、特別活動及

び総合的な学習の時間のほか、自立活動によって編成されています。 

 

 

特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部） 第３章第４ 

１ 「思考力・判断力・表現力等」の育成 

２ 指導内容の設定等 

３ 姿勢や認知の特性に応じた指導の工夫 

４ 補助具や補助的手段、コンピュータ等の活用 

５ 自立活動の時間における指導との関連 

肢体不自由のある児童生徒は、身体の動きやコミュニケーションの状態、認知の特性等により、各教

科の様々な学習活動が困難になることが多く、その困難を改善・克服するように指導することが必要で

す。特に自立活動の時間における指導との密接な関連を図り、学習効果を高めるよう配慮しなければな

りません。 

 

 

特別支援学校の対象となる障がいの程度（肢体不自由） 

特別支援学校の教育課程（肢体不自由） 

（２）肢体不自由教育の基本 

各教科の指導に当たっての指導上の配慮事項 

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課（令和３年）『障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の 

教育的ニーズを踏まえた学びの充実に向けて～』から抜粋 
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肢体不自由のある児童生徒は、上肢、下肢又は体幹の運動・姿勢の障がい

のため、日常生活や学習上における運動・姿勢の困難さがあります。また、

起因疾患による特性もあり、それらを踏まえた指導や支援が必要です。 

運動・姿勢の困難さとは、起立や歩行、階段の昇降、いすへの腰掛け、物

の持ち運び、机上の物の取扱い、書写、食事、衣服の着脱、整容、用便など

の全部又は一部が困難になることをいいます。起因疾患による特性では、脳

性まひの児童生徒の多くに見られる傾向として、視覚情報に対する見えにく

さや情報処理の難しさといったことが挙げられます。 

さらに、身体の動きの困難さから、様々な体験をする機会が不足しがちで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重複障がいのある児童生徒とは、学校教育法施行令第22条の３において規定されている視覚障がい、聴

覚障がい、知的障がい、肢体不自由、病弱などの障がいを複数併せ有している児童生徒のことを指してい

ます。肢体不自由とその他の障がいとの重複障がいのある児童生徒の場合は、障がいが重複しているこ

とで生じる困難さがあり、学習上又は生活上においての様々なつまずきや困難さを踏まえた指導や支援

が必要です。 

肢体不自由の起因疾患で最も多くの割合を占めているとされる脳性まひでは、知的障がいや視覚障が

い、言語障がい、難聴などを伴うことがあります。また、医療的ケアを必要とする児童生徒も増えてきて

いるなど、肢体不自由教育における重複障がいの様相は様々です。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

★肢体不自由のある児童生徒への支援の全体に係るポイント★ 

○肢体不自由とは、姿勢や運動・動作に不自由が生じる障がいの総称であり、

起因疾患によって出現する障がいの状態、健康面・生活面の配慮事項なども

異なります。 

○日常生活や学習上どのような困難があるのか、それは補助的手段の活用に

よってどの程度軽減されるのかといった観点から、一人一人の運動・動作の

基礎となる能力の特徴を把握することが大切です。 

（３）肢体不自由のある児童生徒の特性 

上肢 

下肢 

体幹 

★重複障がいのある児童生徒への支援の全体に係るポイント★ 

○重複障がいがあることで生じる困難さとして「一つ一つの障がいが重複した

場合に追加・増幅して生じる困難」があります。併せ有する一つ一つの障がい

から生じる困難さの整理だけでなく、障がいが重複することで新たに生じる困

難についても整理することが必要です。 

○確実に届く情報の提供、表現しやすいコミュニケーション方法の選択、理解を

助ける教材・教具の用意などが不可欠です。 

重複障がいのある児童生徒 
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肢体不自由のある児童生徒の困難さや特性を、自立活動の六つの区分（p.29～30 「第２章（１）指導

の基本」参照）ごとに例示しました。児童生徒の状態がどの区分・項目との関連があるのか、指導目標設

定の手掛かりとしましょう。 

※あくまでも例示です。ここで示している他にも関連する項目がある場合や重複する場合もあります。 

【状態と区分・項目の関連例】 

区分 児童生徒の状態（例） 関連項目 指導内容（例） 

健
康
の
保
持 

□覚醒と睡眠のリズムが不規則 

□痰をからませた呼吸をする 

□食べ物をとり込む際に口唇を閉じない 

□水分をうまく飲めない 

□排せつの意思表示が明確でない 

(１)生活のリズムや生

活習慣の形成に関

すること。 

○生活リズムの安定 

○呼吸・排痰機能の把握 

○食事及び水分摂取の習慣の形成 

○排せつ習慣の形成 

□病気について知識がなく、理解できていな

い 

□薬を飲みたがらない 

(２)病気の状態の理解

と生活管理に関す

ること。 

○自分の病気の状態の理解 

○服薬の必要性の理解 

□側わんがある 

□脱臼がある 

□下肢切断がある 

(３)身体各部の状態の

理解と養護に関す

ること。 

○身体各部の状態の理解 

○患部の保護など養護方法の習得 

□（脳性疾患で）見えにくさがある 

□大きな音が苦手 

□自分の長所や短所の認識が難しい 

□困難さの改善方法が分からない 

(４)障害の特性の理解

と生活環境の調整

に関すること。 

○自分の障がいの理解 

○自ら環境の調整をする力 

○他者に依頼して環境を調整する力 

□健康状態を明確に訴えることが困難 

□疲れやすい 

□必要以上に食べ過ぎる 

(５)健康状態の維持・改

善に関すること。 

○健康状態の把握 

○体力の維持 

○食生活と健康の学習 

○自己管理への意欲の喚起 

心
理
的
な
安
定 

□反応が乏しく、情緒が安定しているかどう

か分からない 

□気持ちが不安定になると、自傷行為をする 

□集団の活動が苦手 

(１)情緒の安定に関す

ること。 

○快の状態の喚起とその継続 

○不安要因の解明と適切な対応（自己

コントロール） 

□場面や状況の理解が難しい 

□場面に関係のないことを言う 

□人前に出ると緊張が高まったり、言葉が出

にくかったりする 

(２)状況の理解と変化

への対応に関する

こと。 

○場面・状況の理解 

○場面・状況変化への対応 

○状況に対応する手段の習得 

□肢体不自由のため移動が困難である 

□受け身的で自分から行動することが少な

い 

□自分の障がいのことを過度に気にして、消

極的になりがちである 

□学習内容の理解が難しくなり、学習意欲を

失う 

(３)障害による学習上

又は生活上の困難

を改善・克服する意

欲に関すること。 

○障がいの理解と受容 

○自ら改善し得たという成就感 

○障がいによる困難の改善・克服の意

欲向上 

○生きがい探し 

 

人
間
関
係
の
形
成 

□人に対する認識が十分でなく、他者からの

働きかけに反応が乏しい 

□目が合いにくい 

□相手に感心を向けない 

(１)他者とのかかわり

の基礎に関するこ

と。 

○身近な人の存在への気づき 

○身近な人との信頼関係の構築 

○周囲の人とのやり取りの拡大 

□自分の気持ちが表現できない 

□感想で「楽しかった」「嬉しかった」とし

か話さない 

□同じ話題を何度も繰り返して話す 

□他人の表情から感情を理解することが難

しい 

(２)他者の意図や感情

の理解に関するこ

と。 

○自分の感情の理解 

○他者の感情の理解 

○表情やしぐさなどから感情や真意の

読み取り 

○関わりの具体的な方法の習得 

□経験が乏しく、自分の能力を理解できてい

ない（自己評価が高い、低い） 

□人との関わり方が適切でない 

(３)自己の理解と行動

の調整に関するこ

と。 

○自己認識 

○行動の調整 

○状況に応じた行動 

□集団活動に参加することが苦手 

□ルールやきまりを守ることが難しい 

(４)集団への参加の基

礎に関すること。 

○小さな集団への参加 

○集団参加でのルールやきまりの理解 
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環
境
の
把
握 

□自分自身の体位や動きを把握したり、調整

したりすることが難しい 

□感覚の状態やその活用の仕方の把握が難

しい 

(１)保有する感覚の活

用に関すること。 

○視覚、聴覚、触覚、固有覚、前庭覚な

どの活用 

○味覚、嗅覚の活用 

□視覚、聴覚、触覚、味覚、嗅覚などの過敏

がある 

□文字や数の学習で困難を示す 

□自己刺激を過剰に得ようとしている 

(２)感覚や認知の特性

についての理解と

対応に関すること。 

○感覚の認知への対応（過敏要因に対

しての対処） 

○認知の特性への対応（認知の把握と

適切な活動への置き換え） 

□聴覚過敏があり、聞き分けづらい 

□支援機器（補聴器等）の管理ができない 

(３)感覚の補助及び代

行手段の活用に関

すること。 

○感覚の補助・代行手段の活用 

○管理・操作方法の習得 

□自分の身体に対する意識や概念が十分で

ない 

□目と手の協応動作が難しい 

□場面や状況から、やるべきことを見出すこ

とが難しい（整理整頓等） 

(４)感覚を総合的に活

用した周囲の状況

についての把握と

状況に応じた行動

に関すること。 

○ボディイメージの認知（身体各部の

名称・位置・大きさ、身体の左右・上

下・前後の確認） 

○場面や状況の把握 

□上下、前後、左右、遠近等の概念が分から

ない 

□形、色、音の分類が難しい 

(５)認知や行動の手掛

かりとなる概念の

形成に関すること。 

○概念の形成（見て、聞いて、触って弁

別する、時間や空間を把握する） 

身
体
の
動
き 

□姿勢保持ができない 

□筋緊張が強すぎる 

□関節拘縮や変形がある 

(１)姿勢と運動・動作の

基本的技能に関す

ること。 

○姿勢保持、姿勢変換 

○筋緊張の適正化 

○筋力の維持・強化 

○拘縮・変形の予防 

○頭部・体幹の動き 

□必要な補助用具の活用に不慣れである 

□自分で姿勢を変えたり、座位や立位を保持

したりすることが難しい 

(２)姿勢保持と運動・動

作の補助的手段の

活用に関すること。 

○補助用具の適切な選定 

○補助用具の使用方法 

□食事、排せつ、衣服の着脱、洗面、入浴な

どの身辺処理ができない 

□書字や描画などの動作が難しい 

(３)日常生活に必要な

基本動作に関する

こと。 

○食事動作、排せつ動作、更衣動作、清

潔、書字・描画動作の学習 

○援助を受けやすい姿勢や手足の動か

し方の学習 

□歩行が安定しない、長く歩けない 

□線に沿って歩くことが難しい 

□伝い歩きをする 

□車椅子の搭乗・移乗ができない 

□交通機関を利用して、一人で移動すること

ができない 

(４)身体の移動能力に

関すること。 

○移動能力の改善及び習得 

○各種移動手段の活用（使用方法、操作

方法） 

○援助の依頼 

□楽器をたたくことが難しい 

□スイッチを押すことが難しい 

□すぐに飽きる 

(５)作業に必要な動作

と円滑な遂行に関

すること 

○上肢下肢・手指機能の巧緻性 

○持続力の向上 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

□意思や感情の表出が難しい 

□語彙が少なく、自分の考えや気持ちを的確

に言葉にできない 

□相手の意図が理解できない 

(１)コミュニケーショ

ンの基礎的能力に

関すること。 

○表情や身振り、しぐさでの表出 

○興味・関心に応じた教材の活用 

○周囲の感情への配慮 

□音声での意思表出が難しい 

□言語障がいがあり、意思の表出が困難 

□相手の意図を理解することが難しい 

(２)言語の受容と表出

に関すること。 

○適切なコミュニケーション手段の選

定 

○発語機能の改善 

□限られた音声しか出すことができない 

□語彙が少なく、言葉のやり取りを楽しめな

い 

(３)言語の形成と活用

に関すること。 

○自発的な発声・発語を促す学習（言葉

遊び等） 

○語彙の習得 

○概念の形成 

□音声言語の表出は困難だが、文字言語の理

解はできる 

□上肢操作の制限で、文字が書けない 

(４)コミュニケーショ

ン手段の選択と活

用に関すること。 

○コミュニケーション手段の活用 

○機器の使用 

□相手や状況に応じた受け答えが難しい 

□必要なことを伝えたり、相談したりするこ

とが難しい 

(５)状況に応じたコミ

ュニケーションに

関すること。 

○日常会話スキルの向上 

○相手を意識したコミュニケーション 

○状況に応じたコミュニケーション 
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肢体不自由のある児童生徒への指導にあたり、まず児童生徒の実態把握が重要となります。児童生徒の

身体の動きやコミュニケーションの状態、認知の特性等から、学習上の手立てを講じることが必要です。

肢体不自由のある児童生徒は、運動・動作の程度は一人一人異なっているので、日常生活や学習上どのよ

うな困難があるのか、それは補助的手段の活用によってどの程度軽減されるのかなど、一人一人に応じ

た教育的な配慮が大切です。 

 

  

医学的には、「発生原因のいかんを問わず、四肢体幹に永続的な障害があるもの」を肢体不自由と定義

しています。先天性に四肢体幹の形成が障がいされたり、生後の事故等によって四肢等を失ったりする

ことなどによる形態的な障がいによって運動障がいが起こる場合と、形態的には基本的に大きな障がい

はないものの、中枢神経系や筋肉の機能が障がいされて起こる場合があります。 

下表は、主要な疾患について示しています。 

障がい部位 発生時期 主な疾病 

 先天性 染色体異常症、代謝異常症、中枢神経疾患 

 胎生期 脳形成異常、胎生期の外因、先天感染症、脳梗塞 

 
周産期 
新生児期 

早産、仮死、重症低血糖、重症黄疸 
頭蓋内出血、髄膜炎、低酸素性脳症 

 後天期 髄膜炎、種々の脳炎、頭部外傷、脳血管障がい、低酸素性脳症 

 先天性  

 後天性 髄膜炎、脊髄損傷、脊髄腫瘍、脊髄梗塞 

 先天性 先天性ミオパチー、脊髄性筋萎縮症 

 先天性 軟骨異栄養症 

石井光子（2015）『肢体不自由教育220号』、日本肢体不自由教育研究会機関誌 p.５から抜粋 

 

 

 肢体不自由のある児童生徒の指導にあたっては、心理的側面への支援が必要です。自分でできること、

支援によってできること、できないことへの認識を育て、障がいの受容につなげていき、そして自立と社

会参加へ向けての支援につなげていくことが重要です。心理学的・教育学的側面からの実態把握の視点

については、pp.11-12に記載してあります。それらを参考に、児童生徒の心理的側面への支援について検

討し、適切な指導を行うことが大切です。 

 

  

肢体不自由のある児童生徒の実態把握として、起因疾患の特性と教育的な配慮事項の理解が不可欠で

す。医療機関による診断から得られた情報を基に、児童生徒一人一人への配慮を行いながら指導を進め

ます。よって、医療機関をはじめ、保護者と連携を図ることがとても重要になります。 

 次頁からは、肢体不自由の主な起因疾患による主な症状等について紹介しますが、詳細は専門書等で

調べ、個々の児童生徒の身体の動きや認知の特性等、学習上又は生活上における配慮については一人一

人異なることを理解し、指導にあたることが大切です。 

（４）肢体不自由の理解 

医学的にみた肢体不自由 

心理学的にみた肢体不自由 

 神経・筋 

 骨 

脳性まひ 

筋ジストロフィー症 
 

二分脊椎 

骨形成不全症 

教育的な配慮事項 

脳 

脊髄 
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肢体不自由の起因疾患で最も多くの割合を占めているのは、脳性まひを主とする脳原性疾患であると

されています。原因発生の時期は周産期が多く、出生前と出生後の場合もあります。出生後の発生は、後

天性疾患や脳外傷等によるものです。原因がはっきりしている場合には、脳性まひとはせずに、髄膜炎後

遺症など、原因に基づく診断名が付けられることもあります。 

＜症状＞ 

 発育・発達につれて変化しますが、小学校高学年の時期に達する頃には、ほぼ固定してきます。主な症

状の一つとして、筋緊張の異常、特に亢進1あるいは低下とその変動を伴う不随意運動があります。 

＜病型分類＞ 

 症状をタイプで分けると痙直（けいちょく）型、アテトーゼ型、失調型、固縮型の四つに分けられます。

多数を占める二つについて、以下に示します。また、痙直型とアテトーゼ型の両者の症状を伴っている型

も多く見られ、痙直型とアテトーゼ型の混合型と称されます。なお、混合型には痙直型とアテトーゼ型の

混合型以外に痙直型と失調型などの様々な混合型があります。 

タイプ 症状 随伴障がい 

痙直型 

手や足、特に足のふくらはぎの筋肉等に痙性2が見られ、円滑

な運動が妨げられているのを「痙性まひ」といいます。体がつ

っぱって関節なども固くなり、手足を自由に動かせません。 

 

 

 

 

知的障がい 

視覚障がい 

聴覚障がい 

言語障がい 

てんかん 

関節拘縮 

脱臼、変形 

アテトーゼ型 

 頸部（けいぶ）と上肢に不随意運動がよく見られ、下肢にも

現れる一群を「アテトーゼ型」といいます。体や頭が自分の意

思とは関係なく揺れてしまいます。 

 

 

 

 

構音障がい 

難聴 

頚髄症による頚部痛 

上肢のしびれ感 

筋力低下 

＊知能が高いことが

ある 

 

 

 

 

 

 

                                                      
1 亢進（こうしん）：病気の勢いが進行していること 
2 痙性（けいせい）：伸張反射が異常に亢進した状態 

【１】脳性まひ 

 

【アテトーゼ型のタイプ】 

・不随意運動（体や頭が揺れる）が主な特徴のタイプ 

・筋緊張変動（反り返りや体のねじれ）を主な特徴のタイプ 

【まひの種類】 

痙性両まひ：両下肢の痙性まひが、両上肢より強い 

痙性四肢まひ：両上肢と両下肢ともに痙性まひが強い 

痙性片まひ：片側の上肢と同側の下肢にまひがある 
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 二分脊椎症は、妊娠初期に何らかの原因で胎児の脊椎骨の形成が阻害され、脊椎管の後部が開いたま

まの状態となり、脊髄がはみ出して腰部の瘤（こぶ）となって現れます（開放性二分脊椎）。 

＜症状＞ 

下肢の運動まひ、皮膚感覚の欠如、尿意欠損した排せつ困難（直腸膀胱障がい）があります。 

合併症としては水頭症が多く、シャント手術が必要です。また、心臓にも奇形を伴うことがあり、これ

らの諸障がいから成長するに従い下肢の変形や褥瘡（じょくそう）3の発生、膀胱から肝臓への尿の逆流

が進むと腎臓障がいを起こすことがあるので、注意しながら指導する必要があります。 

 

 

 筋ジストロフィーは、筋肉が壊死と部分的な再生を繰り返すことで萎縮する遺伝性疾患の総称です。

日頃から医療的な管理や児童生徒の症状に応じた配慮をすることが重要です。専門医療機関による定期

的な検査の結果を踏まえて、医師と相談しながら病状に応じた生活指導や学習環境の整備が不可欠です。 

＜症状＞ 

進行性の筋萎縮と筋力低下です。遺伝形式、症状、経過により幾つもの「型」に分類されています。こ

こでは、主なものを以下に示します。 

型 特徴 

デュシェンヌ型 代表的な型。３歳前後より筋力低下が現れる。 

ベッカー型 デュシェンヌ型よりも運動機能の低下が緩やか。 

先天性筋ジストロフ

ィー型（福山型） 

乳児期から著しい筋緊張低下、筋力低下がある。知的障がいを伴うなどの発達

の遅れがみられる。 

                                                      
3 褥瘡（じょくそう）：床ずれ 

【２】二分脊椎 

 

【３】筋ジストロフィー 

 

腰や臀部（でんぶ）の筋の筋力低下 

＊歩き方がぎこちない、倒れやすい、階段上がりができない、運動能力の低下などで気付かれる 

肩や上背部の筋（肩甲帯筋）の筋力の低下 

＊手を挙げたり、物を持ち上げたりすることが困難になる（体幹に近い四肢の筋肉から症状が出現） 

歩行できなくなり、車いす生活に移行 

＊筋萎縮が進行し、股関節、膝関節、足関節、肩関節、肘関節等の可動域の制限、脊柱の変形の進行 

呼吸筋障がい、心筋障がい、摂食・嚥下障がいの出現 

＊肺活量の低下により、深呼吸や強い咳ができなくなり、痰詰まりで窒息したり、肺炎を繰り返し

たり、睡眠時の呼吸不全（血液に十分な酸素がとりこめない状態）が起きるようになる 

＊食べ物にとろみを付ける、細かく刻むなど調理方法を工夫すること、誤嚥しにくい姿勢で食べる

などの工夫をすることが必要になる 

３歳頃 

10歳頃 

＜デュシェンヌ型の経過＞ 
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 全身の結合組織疾患であり、骨、歯、皮膚、靱帯（じんたい）、腱、筋膜、目の強膜などに弱さが見ら

れます。 

＜症状＞ 

最も目立つのが骨膜性の化骨障がいによる骨の脆弱（ぜいじゃく）で、繰り返し骨折し、骨が変形する

こともあります。生まれたときから骨折に伴う重篤な骨変形を示す症例から、ほとんど骨折を経験しな

い比較的軽症な症例まで多様です。 

 わずかな外力で骨折を起こす可能性もあることから、本人・家族から骨折を起こした状況などを詳細

に聞き取っておき、過大な外力が加わらないような環境設定を検討することが必要です。 

 一方で、骨の強度を保つには、外からの応力（筋力・重力など）が必須であり、過度な安静は良くあり

ません。骨折時のギプス固定は健常児よりも短期間とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４】骨形成不全症 

 

文部科学省（令和３年）『障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた学びの充実に

向けて～』を基に作成 

肢体不自由のある児童生徒は、視覚障がいや聴覚障がいを併せ有している

場合があります。 

以下の資料から、視覚障がいや聴覚障がいのある児童生徒への指導・支援

について確認することができます。 

「自立活動指導資料（視覚障がい）」 

「自立活動指導資料（聴覚障がい）」 

 詳細については、0198-27-2821（岩手県立総合教育センター 教育支援相

談担当）までお問い合わせください。 
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 肢体不自由のある児童生徒への指導に当たり、まずは障がい等の状態の把握が重要です。 

 どのような視点で把握するとよいのかを以下に示しますので、参考にしましょう。 

 

 

ア 医学的側面からの把握 

（ア）障がいに関する基礎的な情報の把握 

ａ 既往・生育歴 ◯出生週数・出生時体重、出生時の状態・保育器の使用・生後哺乳力 

◯けいれん発作と高熱疾患・障がいの発見及び確定診断の時期・入院歴や服薬

等 

ｂ 乳幼児期の姿勢や

運動・動作の発達等 

 

◯姿勢の保持：頸（くび）の座り、座位保持、立位保持 

◯姿勢の変換：寝返り、立ち上がり 

◯移動運動：はいはい、伝い歩き、ひとり歩き 

◯手の操作：物の握り、物のつまみ、持ち換え、利き手 

ｃ 医療的ケアの実施

状況 

◯経管栄養（鼻腔に留置された管からの注入、胃ろう、腸ろう、口腔ネトラン）、

ＩＶＨ中心静脈栄養 

◯喀痰（かくたん）吸引（口腔内、鼻腔内、咽頭より奥の気道、気管切開部（気

管カニューレ）、経鼻咽頭エアウェイ） 

◯その他（ネブライザー等による薬液の吸入、酸素療法、人工呼吸器、導尿等） 

ｄ 口腔機能の発達や

食形態等の状況 

◯口腔機能：食物を口に取り込む動き、口の中でかむ動き、飲み込む動き等 

◯食形態：食物の大きさ、軟らかさ、粘性（水分も含む）等 

◯食環境：食事及び水分摂取の時間・回数・量、食事時の姿勢、食器具の選定、

食後のケア等 

◯既往歴：誤嚥性肺炎、食物アレルギー（原因食物）等 

◯その他：偏食の有無、除去食の必要性等 

ｅ 現在使用中の補装

具等 

 

◯車椅子、歩行器（前方支持と後方支持の２種類がある）、座位保持装置、つ

え（両松葉づえと両側肘つえ（ロフストランド型））、短下肢装具又は靴型装

具や足底装具等 

（イ）障がいの状態等の把握に当たっての留意点 

ａ 観察について 

 

◯本人及び保護者と相談する場合は、玩具の使い方などの観察を通して、姿勢

や運動・動作などの発達の状態を把握することが大切である 

◯児童生徒の緊張が高まって正しい観察が困難になる場合があるので、児童生

徒に安心感を与えるなどの配慮が必要である 

◯側わん、変形、拘縮（こうしゅく）4や疾患等の進行に伴う変化については、

保護者が日頃、観察していることや主治医からの情報を十分に聞き取り、把

握することが大切である 

ｂ 医療機関等からの

情報の把握 

◯現在の医療機関をはじめ、これまでにかかっていた専門の医療機関がある場

合には、その間の診断や検査結果、それに基づく治療方法、緊急時の対応な

ど、医学的所見を把握することが重要である 

                                                      
4 拘縮（こうしゅく）：皮膚や筋肉などいろいろな原因により、関節の動きが制限されて正常な範囲を動かせない状態 

肢体不自由の実態把握 
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 心理学的、教育的側面からの把握については、その起因疾患による障がいの状態等が多様であるため、

児童生徒一人一人について十分な評価を行うことが必要です。 

イ 心理学的、教育的側面からの把握 

（ア）発達の状態に関すること 

ａ 身体の健康と安全 ◯睡眠、覚醒、食事、排せつ等の生活のリズムや健康状態等 

ｂ 姿勢 

 

◯遊びや食事、座位などにおいて、無理なく活動できる姿勢や身体の状態が安

定する楽な姿勢のとり方 

◯学校生活等における姿勢変換の方法や休息の必要性やその時間帯等 

ｃ 基本的な生活習慣

の形成 

◯食事、排せつ、衣服の着脱等の基本的生活習慣に関する自立の程度や介助の

方法等 

ｄ 運動・動作 ◯遊具や道具等を使用する際の上肢の動かし方などの粗大運動の状態やその

可動範囲、小さな物を手で握ったり、指でつまんだりする微細運動の状態等 

◯筆記能力については、文字の大きさ、運筆の状態や速度、筆記用具等の補助

具の必要性、特別な教材・教具の準備、コンピュータ等による補助的手段の

必要性等 

ｅ 意思の伝達能力と

手段 

◯言語による一般的理解、コミュニケーションの手段としての補助的手段や補

助機器などの必要性等 

ｆ 感覚機能の発達 

 

◯保有する視覚、聴覚等の状態について把握するとともに、特に、視知覚の面

については目と手の協応動作、図と地の知覚、空間の認知などの状況等 

ｇ 知能の発達 

 

◯色・形・大きさの弁別、空間の位置関係、時間の概念、言語の概念、数量の

概念などの状態等 

ｈ 情緒の安定 ◯多動や自傷などの行動の有無や、集中力の継続の状況等 

ｉ 社会性の発達 ◯遊びや対人関係をはじめとして、これまでの社会生活の経験や事物などへの

興味・関心の状況等 

ｊ 障がいが重度で重

複している子供 

◯食事及び水分摂取の時間や回数・量 

◯食物の調理形態、摂取時の姿勢や援助の方法 

◯口腔機能の状態 

◯排せつの時間帯・回数、方法、排せつのサインの有無 

◯呼吸機能、体温調節機能、服薬の種類や時間 

◯発熱、てんかん発作の有無とその状態 

◯嘔吐、下痢、便秘 

◯関節の拘縮や変形の予防、筋力の維持・強化、側わんによる姿勢管理、骨折

のしやすさによる活動の制限、感染症等への対応等、医師からの指導・助言

を受けることが重要である 
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（イ）本人の障がいの状態等に関すること 

ａ 障がいの理解 

 

◯自分の障がいや障がいによる困難に気付き、障がいを受け止めているか 

◯自分のできないこと・できることについての認識をもっているか 

◯自分のできないことに関して、先生や友達の援助を適切に求めることができ

るか 

◯家族が、子供に対して身体各部の状態の理解や保護等について、どの程度教え

ているか 

                                                                  等 

ｂ 障がいによる学

習上又は生活上の

困難を改善・克服す

るために、工夫し、

自分の可能性を生

かす能力 

◯障がいを正しく認識し、障がいによる学習上又は生活上の困難を克服しよう

とする意欲をもっているか 

◯使用している補助具や補助的手段の使い方や扱い方を理解しているか  

等 

ｃ 自立への意欲 ◯自分で周囲の状況を把握して、行動しようとするか 

◯周囲の状況を判断して、自分自身で安全管理や危険回避ができるか 

◯自分でできることを、他者に依存していないか                  

    等 

ｄ 対人関係 ◯実用的なコミュニケーションが可能であるか 

◯協調性があり、友達と仲良くできるか 

◯集団に積極的に参加することができるか  

                                            等 

ｅ 学習意欲や学習

に対する取組の姿

勢 

◯学習の態度（着席行動、姿勢保持）が身に付いているか 

◯学習や課題に対して主体的に取り組む態度が見られるか  

                                       等 

（ウ）諸検査等の実施及び留意点 

〇諸検査を実施又は結果を参照する場合は、肢体不自由の障がい特性を踏まえて、諸検査の特徴を理解

した上で活用することが大切である 

〇肢体不自由のある児童生徒の中には、言語や上肢の障がいのために意思の伝達などのコミュニケー

ションや、文字や絵による表現活動など、自己表現全般にわたって困難さがあり、新しい場面では緊

張しやすく不随意運動が強くなる場合も見受けられる 

〇標準化された発達検査等は、肢体不自由の姿勢や運動・動作の障がいが影響して、諸検査から得られ

る結果が妥当性の高い検査値を求めることができない場合がある 

〇発達検査を行う場合は、目的を明確にするとともに、その結果を弾力的に解釈できるような工夫をし

て実施する必要がある 

（エ）認定こども園・幼稚園・保育所、児童発達支援施設等からの情報の把握 

〇遊びの中での友達との関わりや興味・関心、社会性の発達などの情報を把握しておくことが大切であ

る 

 

 

文部科学省（令和３年）『障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた学びの充実に

向けて～』、国立特別支援教育総合研究所（令和４年）『肢体不自由特別支援学級の指導ガイドブック』を基に作成 
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肢体不自由のある児童生徒は、保有する感覚を十分に活用することに困難さがある、認知の特性がある

など、個々の感覚や認知の発達の状態が様々です。一人一人の実態を把握して指導することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 感覚とは、身体の内外からの刺激を目、耳、皮膚、鼻などの感覚器官を通してとらえる働きです。 

 視覚、聴覚、触覚、嗅覚、固有覚、前庭覚などの感覚があります。 

 

 

 固有覚とは、筋肉や関節の動きなどによって生じる自分自身の身体の情報を受け取る感覚で、主に力

の加減や動作等に関係している感覚です。固有覚のはたらきにより、運動は絶えず軌道修正され、目を閉

じていてもある程度正しく運動することができます。 

 

 

 前庭覚とは、重力や動きの加速度を感知する感覚で、主に姿勢のコントロール等に関係している感覚

です。前庭覚のはたらきにより、重力に対してどのような姿勢にあり、身体が動いているのか止まってい

るのか、どのくらいの速さでどの方向に動かしているのかを知ることができます。 

 

 

 認知とは、感覚を通して得られる情報を基にして行われる情報処理の過程です。 

記憶する、思考する、判断する、決定する、推理する、イメージを形成するなどの心理的な活動をいい

ます。こうした活動を適切に進めていくことで、児童生徒は発達の段階に即した行動をすることが可能

になります。 

 

 

 概念とは、個々の事物・事象に共通する性質を抽象し、まとめ上げることによって作られるもので、認

知の過程においても重要な役割を果たすものです。 

 

 

 認知や行動の手掛かりとなる概念とは、これまでの自分の経験によって作り上げてきた概念を、自分

が新たに認知や行動を進めていくために活用することを意味しています。基礎的な概念ですが、常に行

われる認知活動によって更に変化し、発達に即した適切な行動を行う手掛かりとして、次第により高次

な概念に形成されていくと考えられます。 

 

 

（５）感覚と認知について 

＜自立活動との関連＞ 

自立活動の内容【４ 環境の把握】との関連が深い項目です。 

指導を行う上で、知っておくとよい言葉の意味について解説しています。 

固有覚 

前庭覚 

感覚 

認知 

概念 

認知や行動の手掛かりとなる概念 
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 肢体不自由のある児童生徒は、障がいの状態により身体の動きに様々な困難さがあります。 

 ここでは、姿勢や身体の動きについて説明します。 

 

 

 

 

 

 

 姿勢には、臥位（がい）5、座位、立位などがあり、あらゆる運動・動作の基礎になっています。 

 姿勢を保持することも、広い意味では動作の一つといえます。 

 

 

 姿勢保持と上肢・下肢の運動・動作を含めて基本動作といいます。 

 基本動作は、①姿勢保持、②姿勢変換、③移動、④四肢の粗大運動、⑤四肢の微細運動に分けることが

できます。 

 

 

 移動とは、自分で自分の身体を動かし、目的の場所まで行くことです。 

 興味や関心を広げる上でも重要な手段であり、自立するために必要な動作の一つです。 

 一般に、首のすわりから始まって、寝返りから座位へと続く、いわゆる初期の運動・動作の発達の到達

点が歩行となります。 

 

 

 

 

 

 

 日常生活に必要な基本動作を身に付けることは、児童生徒の自立にとって、とても重要です。 

 そのためには、姿勢保持、移動、上肢の諸動作などの基本動作が習得されていることが必要であり、 

座位や立位を保持しながら、上肢を十分に動かすことができることが基礎になります。 

 ①安定した座位を確保しながら、両腕を前へ伸ばすことができる。 

 ②身体の正面で両手を合わせることができ、指を握ったり開いたりすることができる。 

 ③身体のほとんどの部位へ指先が届く。 

 ④手の動きを目で追う。 

 上記のような動作が可能であれば、指導の工夫により、日常生活の諸動作の多くを行うことができる

ようになります。 

                                                      
5 臥位（がい）：寝た状態。仰臥位（ぎょうがい：あおむけ）、側臥位（そくがい：横向き寝）、腹臥位（ふくがい：うつぶせ）

など 

（６）姿勢や身体の動きについて 

姿勢 

 

基本動作 

 

移動 

 

＜自立活動との関連＞ 

自立活動の内容【５ 身体の動き】との関連が深い項目です。 

指導を行う上で、知っておくとよい言葉の意味について解説しています。 

 

日常生活の諸動作の基礎 

 

首のすわり 寝返り 座位 歩行 
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 肢体不自由のある児童生徒には、言語やコミュニケーションの発達に遅れがみられることがあります。

一人一人の意思の表出やコミュニケーションの状態を把握し、指導していくことが大切です。 

  

 

 

 

 

 

 コミュニケーションとは、人間が意思や感情などを相互に伝え合うことです。 

 コミュニケーションの基礎的能力として、相手に伝えようとする内容を広げ、伝えるための手段をは

ぐくんでいくことが大切です。 

 

 

 障がいの状態により、話し言葉によるコ

ミュニケーションが困難な場合には、本人

にとって可能な手段を用いてコミュニケー

ションを図ることが必要です。 

 児童生徒の表情や身振り、しぐさなどを

細かく観察し、その意図を理解するように

しましょう。 

 まずは、双方向のコミュニケーションが成立することを目指して、そのために必要な基礎的能力を育

てることが大切です。このことは、認知の発達、言語概念の形成、社会性の育成及び意欲の向上と関連し

ているということに留意しましょう。 

 

 

 近年、科学技術の進歩等により、様々なコミュニケーション手段が開発されてきています。児童生徒の

障がいの状態や特性及び心身の発達の段階等に応じて、適切なコミュニケーション手段を身につけ、そ

れを選択・活用して、それぞれの自立と社会参加を一層促すことが重要です。以下に、盛岡となん支援学

校で使用されている視線入力セットを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）コミュニケーションについて 

＜自立活動との関連＞ 

自立活動の内容【６ コミュニケーション】との関連が深い項目です。 

指導を行う上で、知っておくとよい言葉の意味について解説しています。 

 表情 

 身振り  しぐさ 

 指さし 
 発声 

基礎的能力を育てる 

 

コミュニケーション手段 

 

・視線を検知してパソコンを操作したりすることができる。 

・目以外動かなくても、コミュニケーションが可能になる。 

・パソコンの固定台は、あらゆる方向に調整でき、使用者が楽な

姿勢に合わせることが可能である。 

視線入力セット（ノートパソコン、視線入力装置、固定台） 

コミュニケーション 
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 肢体不自由のある児童生徒には、食事や水分摂取に困難さがみられることがあります。口腔機能の状

態、食事や水分摂取の時間や回数・量、食物の調理形態、摂取時の姿勢などの情報を得ることが大切にな

ります。保護者や関係機関と連携を図りながら進めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 食物形態 
初期食 中期食 後期食 普通食 

食べ物例 ヨーグルト・ムース状 おかゆ・パン粥・プリ

ン・絹ごし豆腐・卵豆

腐・カボチャ・ゼリー 

軟飯・よく煮込んだ芋・

煮込みうどん・軟らか

い挽肉料理・おひたし

（葉先をよくゆでる） 

普通ご飯・キュウリ・肉 

軟らかさ 口に入ったらそのまま

飲み込める 

形があり舌でつぶせる 形があり歯茎で潰せる 奥歯で噛める 

特徴 粘り・なめらかさ（粒な

し）・水分が多い 

粘り・形・粒等がある 適度の粘り  

食べる機能 捕食機能獲得期 

・丸のみ 

・もぐもぐ、かみかみ

はできない 

押しつぶし機能獲得期 

・もぐもぐは「少しで

きる」から「可能」の

段階へ成長する時期 

・舌や顎の動きは上下

中心で、口角が同時

に引かれる 

・左右の動きは不十分 

すりつぶし（咀嚼）機能

獲得期 

・もぐもぐは上手。か

みかみが少しできる

ようになる 

・舌や顎の動きは左右

も見られ、すりつぶ

しもできる。咀嚼し

ている側の口角が引

かれる 

・硬いものは噛めない 

咀嚼機能確立期 

・舌や顎は複雑に動

き、すりつぶしも上

手にできる 

・硬いものも噛める 

給食例     

 

 

 児童生徒の摂食に関する情報や実態を基に、担任、栄養教諭、養護教諭、自立活動支援部員などのメン

バーを中心に検討会を行います。一人一人に合った食物形態を決定したり、今後の摂食指導の方針など

について話し合ったりします。外部専門家6の言語聴覚士（ＳＴ）や作業療法士（ＯＴ）へ摂食や姿勢の

相談を行い、助言を基に指導を行うこともあります。 

 個々の児童生徒の実態に応じて、食物形態、姿勢、食器・食具、介助の方法は様々です。安全に、楽し

く食事ができるよう環境を整えることが大切です。 

                                                      
6 外部専門家：p.23「（13）関係機関や外部専門家との連携」参照 

（８）摂食指導について 

＜自立活動との関連＞ 

自立活動の内容【１ 健康の保持】との関連が深い項目です。 

盛岡となん支援学校で、安全に摂食指導を行うために行っている取組を紹介しています。 

食べる機能と食物形態 

摂食検討会の実施 
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 食器・食具は児童生徒の実態に応じて選ぶことが大切です。摂食機能や年齢、口の大きさなどに適し

たものを使用しましょう。使用されることの多い食器・食具の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・固形食用、水分摂取用のスプーンがある。 

・固形食用は、口の幅の２／３程度の大きさが良い。 

・水分摂取用は、固形食用に比べてサイズは大きく、深い。 

・金属製やシリコン製のものがある。 

・自分でスプーンを持って食べられる場合、スプーンの柄に 

グリップを付けて握りやすくすることもできる。 

 

スプーン 

食器・食具 

 

・児童生徒の口唇の状態やあごの閉鎖状態、舌の位置を確認 

できるよう透明になっている。 

・カットコップは、児童生徒が頭をそり返さなくても、鼻に 

コップが当たらないようになっている。 

 

コップ 

《金属製》 《シリコン製》 

《グリップ》 

《カットコップ》 《持ち手付きコップ》 

 

・スプーンの動かし方が不十分な場合の工夫として、縁が立

ち上がっていて食べ物をすくいやすくなっている皿を使

用したり、滑り止めマット等で食器を固定したりする。 

 

食器 

《縁が立ち上がっている皿》 《滑り止めマット》 
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 学習指導要領では、肢体不自由のある児童生徒の「身体の動きや意思の表出の状態等に応じて、適切な

補助具や補助的手段を工夫するとともに、コンピュータ等の情報機器などを有効に活用し、指導の効果

を高めるようにすること」と示されています。教員においては、ＩＣＴに関する最新の情報を得たり、Ｉ

ＣＴを活用した指導を行ったりする必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）ＩＣＴ活用について 

＜自立活動との関連＞ 

自立活動の内容【５ 身体の動き】【６ コミュニケーション】との関連が深い項目です。 

盛岡となん支援学校で活用されているＩＣＴ機器の一部を紹介しています。 

 

・iPadに接続し、ビッグスイッチを使って、「スイッチコントロール」が可

能になる。 

・指先でiPadを操作することが難しい時に便利である。 

 

iPad スイッチングデバイス 

 

・本体にスイッチを接続し、先端のゲルをiPadの画面につけると、スイッチ

でゲルが張ってある場所をタップや長押しができる。iPad本体の設定を組

み合わせれば、スワイプや拡大縮小なども可能になる。 

・画面をさわるのが難しかったり、スイッチ操作の因果関係を学んだりする

ときに有効である。 

i+Padタッチャー 

 

・スティックを操作してパソコンのマウスポインタを動かすことができる。 

・指先が少し動けば使えるので、通常のマウスが使いづらい場合に便利であ

る。 

・裏にねじ穴があるので、固定することも可能である。 

 

 

スティック型マウス 

 

・50音順に並んだキーボード。 

・ローマ字入力が難しい場合に便利である。 

・一文字ごとにくぼんでいるので、間違って隣のボタンを押してしまうこと

は起こりにくい。不随運動などがある場合に使いやすい。 

 

 

 

ひらがなキーボード 



19 

 

 肢体不自由のある児童生徒の中には、医療的ケアを必要とする児童生徒がいます。児童生徒の障がい

の状態に応じて安全で適切な医療的ケアを実施し、児童生徒の学習環境を整備することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」（令和３年）では、医療的ケアとは、「人工呼

吸による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為をいう」と示されています。 

また、『岩手県立学校における医療的ケア実施指針』（令和４年）では、医療的ケアと実施者について、

「学校生活において必要とされる生活援助行為であり、学校においては、医療的ケア看護職員が実施す

ることを基本とします」としています。 

具体的な実施体制や実施する医療的ケアの種類・内容は、学校や児童生徒によって異なります。詳しく

は、先述した『岩手県立学校における医療的ケア実施指針』に記されていますので、確認しましょう。 

（※小・中学校における医療的ケアについては、各市町村等で指針を策定している場合もあります。） 

 

 

１.医療的ケアの対象者 

（１）保護者が日常的に学校に付添い、医療的ケアを行わなければ通学が困難な児童生徒 

（２）学校での看護職員による医療的ケアについて、主治医の承諾を得た児童生徒 

２.対象とする医療的ケアについて 

（１）主治医の指示の下に、保護者が日常的に行うことが可能であること 

（２）学校で看護職員が行うことについて主治医の承諾、指示があること 

３.１日の様子 

（１）登校時、ケアルームにて朝の引き継ぎを行います。担任、保護者、看護職員で以下の確認をします。 

 

 

 

 

 

 

（２）喀痰吸引や経管栄養、水分補給、導尿など医療的ケアの実施内容は児童生徒によって異なります。

授業中の喀痰吸引の際には、内線電話でケアルームの看護職員を呼びます。また、水分補給や昼の栄

養注入の際はケアルームに行ったり、導尿の際にはトイレに来てもらったりします。 

（３）下校時は、看護職員がその日に実施した医療的ケアの内容や体調について「医療的ケア実施連絡

票」に記載、担任が内容を確認します。連絡票は家庭に持ち帰り、保護者がチェックします。 

 

（10）医療的ケアについて 

＜自立活動との関連＞ 

自立活動の内容【１ 健康の保持】との関連が深い項目です。 

盛岡となん支援学校での取組を紹介しています。 

医療的ケア 

盛岡となん支援学校の取組 

★健康観察(SpO₂、検温など) 

★「医療的ケア実施連絡票」記載内容確認 →学習に取り組める体調か 

 体調変化の見方とその時の連絡方法(保護者とすぐ連絡が取れるように確認) 

★ケア物品(動作状況、個数等) 

★ケアの実施時刻、ケア内容の確認    他 
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 肢体不自由のある児童生徒の運動・動作の状態に応じて、補助具や補助的手段、自助具を活用し、日常

生活動作や作業動作が行うことができるようにします。児童生徒の状態や身体に合わせた使い方が必要

です。 

 

 

 

 

 

 補助具には以下のようなものがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 基本動作の改善及び習得を促進し、日常生活動作や作業動作の遂行を補うために児童生徒の運動・動

作の状態に応じていろいろな補助的手段を活用する必要があります。また、各種の補助用具の工夫とそ

の使用法の習得も大切です。 

 また、『障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた学びの充実に

向けて～』には、「補装具」として以下のように示されています。 

 「補装具」とは、身体の欠損又は身体の機能の損傷を補い、日常生活又は学校生活を容易にするため

に必要な用具をいう。具体的な例としては、義肢（義手、義足）、装具（上肢装具、体幹装具、下肢装

具）、座位保持装置、車椅子、歩行器、歩行補助つえ等がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（11）補助具や補助的手段、自助具の活用について  

＜自立活動との関連＞ 

自立活動の内容【５ 身体の動き】との関連が深い項目です。 

指導や安全な介助を行う上で、知っておくとよい補助用具について紹介しています。 

補助具 

・座位安定のためのいす   ・作業能率向上のための机   ・移動のためのつえ 

・歩行器          ・車いす           ・白杖  

・持ちやすいように握りを太くしたり、ベルトを取り付けたりしたスプーンや鉛筆 

・食器やノートを机上に固定する装置            ・手すりなどを取り付けた便器 

・着脱しやすいようにデザインされた衣服 

・表現活動を豊かにするために、コンピュータの入力動作を助けるための補助用具 

『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編 
（幼稚部・小学部・中学部）（平成 30年４月）』pp.85-86を基に作成 

 

文部科学省（令和３年）『障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた学びの 

充実に向けて～』p.157から抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・自走式や介助式、
電動など様々な種
類がある。 

車椅子  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ハンドグリップと
カフ（前腕支持
部）が付いている
歩行補助つえ。 

 

クラッチ  

 

 

 

 

 

 

・両足で蹴って進む
歩行器。 

・サドルと体幹パッ
ドで固定し、安定
した前傾姿勢をと
ることができる。 

ＳＲＣウォーカー  

 

 

 

 

 

 

・横にあるグリップ
を持って、身体を
支えるタイプの歩
行器。 

・直立姿勢を保ちな
がら歩行できる。 

ＰＣウォーカー 
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 車椅子は、児童生徒一人一人の障がいの状態に合わせて作製されています。構造や機能、児童生徒

の実態に応じた使用方法を家庭等と確認しておきましょう。車椅子の構造を知っていること、操作す

るテクニックがあること以外にも、車椅子を使用している児童生徒を介助する際に重要なポイント

があります。ここでは、そのポイントを紹介します。 

【車椅子介助の基本ポイント】 

車椅子の動きを伝える 

ブレーキを外すときや動き出すとき、止まるとき、方向を変えるときなど、車椅子がこれからどん

な動きをするのかが分からないと、乗っている児童生徒は不安な気持ちになります。「この人に介助

をお願いして大丈夫かな？」と心配になることもあるでしょう。動き出す前に声を掛けて、動きを伝

えるようにしましょう。また、「急」のつく動き（急発進、急停止、急な方向転換など）も禁物です。 

座っている姿勢を確認する 

自分で姿勢を直したり、身体のどこか一部に負担がかかっていても伝えたりすることが難しい児

童生徒もいます。児童生徒のお尻が車椅子の座面の奥までしっかり入っているか、後ろに隙間がない

かを確認しましょう。また、胸ベルトや骨盤ベルト、足ベルトなど個々の実態に応じたベルトが付い

ていますのでしっかり締めることが大切です。児童生徒が身体を揺らすと緩んでしまうこともあり

ますので、時々チェックするようにしましょう。（※ベルトを締める順番：骨盤ベルト→胸ベルト→

足ベルト） 

ブレーキの使い方 

車椅子の乗り降りの際や車椅子を離れるとき、停車しているときは、しっかりブレーキを掛けまし

ょう。車椅子によってブレーキの位置が違いますので確認が必要です。また、フットブレーキを利用

する場合は、右側は右足で、左側は左足で掛けたり外したりします。同じ足で行っていると、車椅子

のバランスが悪くなったり、一方のブレーキカバーだけがすり減ったりしますので注意しましょう。 

リクライニングとティルト（チルト）の違い 

 それぞれ機能が異なります。児童生徒の実態に応じた利用ができるよう理解しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム 車椅子操作 

＜ティルト（チルト）＞ 

 シート（座面）の角度を調節するこ

とができる。楽に座り続けるために、

お尻や太ももにかかる体重を背中や腰

へ分散させることができる。 

＜リクライニング＞ 

 バックレスト（背もたれ部分）を起

こしたり倒したりして角度を調節する

ことができる。車椅子に座りながらす

ぐに寝ている姿勢に移行することがで

きる。 
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肢体不自由のある児童生徒の主体的な社会参加と個の自立を目指した進路指導は、小学部・中学部から

系統的に行うことが大切です。特に高等部では、卒業後の生活についての具体的な見通しと意欲を育む

ことができるよう機会を設けて指導することが重要です。進路先と協働して積極的で円滑な移行支援を

行うことも必要です。 

また、各学校で作成しているキャリア教育全体計画において示されている各学部段階でのねらい、身に

付けたい内容に沿ってキャリア教育を推進していくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 盛岡となん支援学校では、各学部段階での進路支援を行っています。小学部では、卒業後の生活や自立

に向けて、低学年・高学年で身に付けたい力を意識した指導を行っています。中学部では、各教育課程・

各学年の指導目標・計画を立て進路指導を行っています。高等部では、各学年のねらいを基に、実習・体

験などを通した取組を行っています。高等部の取組の中で大切にしている視点は以下のとおりです。 

 

 

 

 

  

（12）進路指導（キャリア教育）について 

＜自立活動との関連＞ 

自立活動の内容【２ 心理的な安定】との関連が深い項目です。 

盛岡となん支援学校の進路状況や進路支援について紹介しています。 

高等部卒業生の進路先 

高等部 

・大学、短大 

・専門学校 

・障害者職業能力開発校 

・国立リハビリテーションセンター 

・国立身体障害者リハビリテーション

センター 

・一般就労：公務員、一般企業（正社

員、臨時職員、パート）、就労継続支

援事業Ａ型 

・福祉就労（就労移行支援事業、就労

継続支援事業Ｂ型） 

・生活介護 

・短期入所 

・移動支援 

・日中一時支援 

・訪問介護、入浴 

・相談支援事業 

 

・障がい者支援施設 

・療養介護施設 

              など 

 

進路選択に向けて 

＜進路選択に向けて＞ 

①自分でできることの範囲を広げる：日常生活動作や生活習慣の見直し、健康維持・健康管理など 

②コミュニケーション力を高める：返事・挨拶等の力、困ったときに訴える力など 

③意識を高める：将来像をイメージする、自分の適性を探る、家族・担任と相談する 

 

進学 

在宅サービス 

就職 

施設入所 

岩手県立盛岡となん支援学校 令和４年度「進路支援の手引き」から抜粋 
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 肢体不自由のある児童生徒には、医療的対応が必要な場合が多く、学校生活でどのように対応するか

などを関係機関や保護者と確認しておく必要があります。 

また、肢体不自由のある児童生徒の自立活動の指導に当たっては、専門の医師及びその他の専門家との

連携協力を図り、必要に応じて、専門の医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、心理学や教育学の

専門家等に指導・助言を求めたり、連絡を密にしたりすることが重要です。学校として、関連のある専門

家と連携のとれる体制を整えておくことも大切です。 

 

 

 

 

 

 

 肢体不自由のある児童生徒は、病院や医療施設で、医療スタッフによる理学療法等を受けている場合

があります。保護者の了解を得た上で、治療や訓練の方針等の情報を得たり、学校での児童生徒の指導目

標や行動について情報提供したりして、連携・協力を図り、指導を効果的に進めることが大切です。 

 また、病院や医療施設で行われている理学療法等の機能訓練を、そのまま授業で行うことは適切では

ありません。病院や医療施設で行われる機能訓練は、医療として行われており、病気や障がいの状態を治

療する、状態を維持することが目的です。自立活動の指導は、教育活動であり、児童生徒の力や可能性を

最大限に伸ばし、よりよい生活を送るための力を身につけることが目的です。目的の違いを理解し、指導

に当たることが大切です。 

 

 

 理学療法士とは、寝返り、起き上がり、立つことや歩くなどといった基本動作を獲得し、実用的な日常

生活を促すための理学療法を実施する専門職です。 

姿勢や身体の動かし方、呼吸などについての指導・助言を受けることができます。 

 

 

 作業療法士とは、主体的な活動の獲得を図るため粗大運動や手指等の諸機能の回復・維持及び開発を

促す作業療法を実施する専門職です。 

 着替えや排せつなどの日常動作、学習時の補助具や道具の操作についての指導・助言を受けることが

できます。 

 

 

 言語聴覚士とは、言語や聴覚、音声、認知、発達、摂食・嚥下に関わる障がいに対して、検査と評価を

行い、必要な支援を行う専門職です。 

 コミュニケーションや言語・発音、摂食・嚥下についての指導・助言を受けることができます。 

 

 

（13）関係機関や外部専門家との連携  

理学療法士：ＰＴ 

＜自立活動との関連＞ 

自立活動の内容【１ 健康の保持】【５ 身体の動き】との関連が深い項目です。 

指導を行う上で、知っておくとよい言葉の意味について解説しています。 

作業療法士：ＯＴ 

言語聴覚士：ＳＴ 

病院・医療施設との連携 
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 障がい者に関する福祉制度について、基本的な知識として確認しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 「障害者自立支援法」を改正し、平成 25年４月１日より施行された「障害者の日常生活及び社会生活

を総合的に支援するための法律」を略して「障害者総合支援法」といいます。 

 障がいの有無にかかわらず、住み慣れた地域で生活するために日常生活や社会生活を総合的に支援す

ることを目的としています。この法律に基づき、障がいのある子どもから大人を対象に、必要と認められ

た福祉サービスや福祉用具の給付や支援を受けることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障がい者（児）に対して、相談支援や多くの援助制度を受けやすくするために各自治体が交付します。

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の３種類あります。 

 

 身体障がい者（児）に交付される手帳で、障がいの程度によって１級（最重度）から６級（軽度）まで

の等級があります。 

 

 知的障がい者（児）に交付される手帳で、障がいの程度によってＡ（重度）又はＢ（中・軽度）の等級

があります。 

 

 一定程度の精神障がい者（児）に交付される手帳で、障がいの程度によって１級（重度）から３級（軽

度）までの等級があります。初診日から６か月を経過した日から申請できます。 

（14）肢体不自由障がい者の福祉制度 

障害者総合支援法 

 
「地域生活支援事業」 「自立支援給付」 

（市町村が実施） （都道府県、市町村が実施） 

障害福祉サービス 

自立支援医療 

補装具 

介護給付 

訓練等給付 

市町村事業 

都道府県事業 

・相談支援  ・日常生活用具給付等 

・移動支援  ・成年後見制度利用支援 

・意思疎通支援           等 

・専門性の高い相談支援 

・広域的な支援    等 

・装具 ・車椅子 ・電動車椅子 

・座位保持椅子  ・歩行器  等 

＜障害者総合支援法が定めるサービス＞ 

障害者手帳 

身体障害者手帳 

療育手帳 

＜自立活動との関連＞ 

自立活動の内容【１ 健康の保持】【２ 心理的な安定】【５ 身体の動き】との 

関連が深い項目です。 

指導や保護者への情報提供を行う上で、知っておくとよい言葉の意味について解説しています。 

精神障害者保健福祉手帳 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 

自立活動の指導 

～自立と社会参加を目指して～ 
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 特別支援学校の教育においては、小・中学校等と同様に、学校の教育活動全体を通じて、児童生徒の人

間として調和のとれた育成を目指しています。 

 しかし、障がいのある児童生徒の場合、その障がいによって、日常生活や学習場面において様々なつま

ずきや困難が生じることがあり、各教科等において育まれる資質・能力の育成にもつまずきが生じやす

くなります。 

このため、特別支援学校では、小・中学校等と同様の各教科等に加えて、個々の障がいによる学習上又

は生活上の困難を改善・克服するために、特に自立活動の領域を設定して指導を行っています。それらを

指導することによって、児童生徒の人間として調和のとれた育成を目指しているのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (１)指導の基本 

自立活動の意義 

調和的発達の基盤 

自立活動 

（障害による学習上又は生活上の困難を改善） 

各教科 道徳科 外国語活動 
特別活動 総合的な学習の時間 

調和的発達 

すべての 
子供に 

障害の状態に 
応じて 

筑波大学附属桐が丘特別支援学校・自立活動研究会（2021）「自立活動ハンドブック１」、ジアース教育新社 p.12から抜粋 

自立活動の位置付け 

心身の調和的な発達の基盤に着目して指導する自立活動の指導は、

各教科等において育まれる資質・能力を支える役割を担っています。 
チェック 
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特別支援学校 小学部・中学部学習指導要領（第１章第２節の２の（４）） 

（４） 学校における自立活動の指導は、障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服し、自

立し社会参加する資質を養うため、自立活動の時間はもとより、学校の教育活動全体を通じ

て適切に行うものとする。特に、自立活動の時間における指導は、各教科、道徳科、外国語

活動、総合的な学習の時間及び特別活動と密接な関連を保ち、個々の児童又は生徒の障害の

状態や特性及び心身の発達の段階等を的確に把握して、適切な指導計画の下に行うよう配慮

すること。 

自立活動は、授業時間を特設して行う自立活動の時間における指導を中心とし、各教科等の指導におい

ても、密接な関連を図って行われなければなりません。 

また、小・中学校の特別支援学級や通級による指導においても、自立活動を取り入れた特別の教育課程

を編成したり、通常の学級に在籍している児童生徒の中で、障がいによる学習上又は生活上の困難の改

善・克服を目的とした指導が必要な場合は、自立活動の内容を参考にして指導や支援を考えたりしてい

くことが望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業時数の標準が示されていないからといって、自立活動の時間を確保しなくてもよいということで

はなく、個々の児童生徒の実態に応じて、適切な授業時数を確保する必要があるということです。 

教育課程上の位置付け 

＜学校の教育活動全体を通じて適切に行う＞ 

                        
 
 
 
 

  密接な関連 

自立活動 

自立活動の時間における指導 
以外の自立活動の指導 

各教科    道徳科  

外国語活動  特別活動 

総合的な学習の時間  

 各教科等を合わせた指導 

自立活動の時間に 

おける指導 

『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）（平成30年４月）』を基に作成 

自立活動の時間に充てる授業時数 

自立活動の指導に充てる授業時数は、児童又は生徒の障がいの状態

や特性及び心身の発達の段階等に応じて、適切に設定することができ

るようにしています。 

チェック 

自立活動は、特別支援学校の教育課程において特別に設けられた指

導領域であり、障がいのある児童生徒の教育において、教育課程上重要

な位置を占めています。 

チェック 
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『特別支援学校幼稚部教育要領 小学部・中学部学習指導要領（平成 29年４月）』では、以下のように

自立活動の目標が示されています。 

自立活動の目標（小学部・中学部学習指導要領第７章第１） 

個々の児童又は生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克

服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培う。 

 

 

 児童生徒がそれぞれの障がいの状態や発達の段階等に応じて、主体的に自己の力を可能な限り発揮し、

よりよく生きていこうとすることを意味しています。 

 

 

児童生徒の実態に応じ、日常生活や学習場面等の諸活動において、その障がいによって生ずるつまずき

や困難を軽減しようとしたり、また、障がいがあることを受容したり、つまずきや困難の解消のために努

めたりすることを意味しています。 

 

 

 一人一人の児童生徒の発達の遅れや不均衡を改善したり、発達の進んでいる側面を更に伸ばすことに

よって遅れている側面の発達を促すようにしたりして、全人的な発達を促進することを意味しています。 

 

 

 

自立活動の指導は、個々の児童生徒が自立を目指し、障がいによる学習上又は生活上の困難を主体的に

改善・克服しようとする取組を促す教育活動です。個々の児童生徒の障がいの状態や特性及び心身の発

達の段階等に即して指導を行うことが基本となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立活動の目標 

自立 

障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服する 

調和的発達の基盤を培う 

自立活動の指導の特色 

自立活動の指導は、指導目標を達成する上で効果的な場合は、児童生徒の集団を

構成して指導することも考えられます。 

しかし、自立活動の指導計画は個別に作成されることが基本ですので、最初から集

団で指導することを前提とするものではない点に留意しましょう。 

指導に当たっては、個々の児童生徒の的確な実態把握に基づき、指

導すべき課題を明確にすることによって、個別に指導目標や具体的な

指導内容を定めた個別の指導計画が作成されています。 

チェック 
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 特別支援学校の学習指導要領等で示す自立活動の「内容」は、各教科等の「内容」のようにそのすべて

を取り扱うものではなく、個々の児童生徒の実態に応じて必要な項目を選定して取り扱うものというこ

とに十分留意する必要があります。 

自立活動の内容は、二つの要素から構成されています。それらの代表的な要素である27項目を六つの区

分に分類・整理してあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領等に示す自立活動の「内容」は、個々の児童生徒に設定される具体的な「指導内容」の要

素となるものです。自立活動の指導を担当する際には、学習指導要領等に示された内容を参考にして、

個々の児童生徒の実態を踏まえ、具体的な指導内容の設定を工夫することが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立活動の内容とその取扱について 

「人間としての基本的な行動を遂行するために必要な要素」 

「障がいによる学習上又は生活上の困難を改善・克服するために必要な要素」 

１ 健康の保持  ２ 心理的な安定  ３ 人間関係の形成 

４ 環境の把握  ５ 身体の動き   ６ コミュニケーション 

要素 

６区分 

個々の児童生徒に指導する具体的な指導内容は、６区分27項目の中

から必要とする項目を選定した上で、それらを相互に関連付けて設定

することが重要です。 

チェック 
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区分・項目 項目の説明 

１ 

健
康
の
保
持 

(１)生活のリズムや生活習慣の

形成に関すること。 

体温の調節、覚醒と睡眠など健康状態の維持・改善に必要

な生活のリズムを身に付けること、食事や排泄などの生活

習慣の形成、衣服の調節、室温の調節や換気、感染予防のた

めの清潔の保持など健康な生活習慣の形成を図る。 

(２)病気の状態の理解と生活管

理に関すること。 

自分の病気の状態を理解し、その改善を図り、病気の進行

の防止に必要な生活様式についての理解を深め、それに基

づく生活の自己管理ができるようにする。 

(３)身体各部の状態の理解と養

護に関すること。 

病気や事故等による神経、筋、骨、皮膚等の身体各部の状

態を理解し、その部位を適切に保護したり、症状の進行を防

止したりできるようにする。 

(４)障害の特性の理解と生活環

境の調整に関すること。 

自己の障害にどのような特性があるのか理解し、それら

が及ぼす学習上又は生活上の困難についての理解を深め、

その状況に応じて、自己の行動や感情を調整したり、他者に

対して主体的に働きかけたりして、より学習や生活をしや

すい環境にしていく。 

(５)健康状態の維持・改善に関す

ること。 

障害のため、運動量が少なくなったり、体力が低下したり

することを防ぐために、日常生活における適切な健康の自

己管理ができるようにする。 

２ 

心
理
的
な
安
定 

(１)情緒の安定に関すること。 情緒の安定を図ることが困難な幼児児童生徒が、安定し

た情緒の下で生活できるようにする。 

(２)状況の理解と変化への対応

に関すること。 

場所や場面の状況を理解して心理的抵抗を軽減したり、

変化する状況を理解して適切に対応したりするなど、行動

の仕方を身に付ける。 

(３)障害による学習上又は生活

上の困難を改善・克服する意

欲に関すること。 

自分の障害の状態を理解したり、受容したりして、主体的

に障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服しよう

とする意欲の向上を図る。 

３ 

人
間
関
係
の
形
成 

(１)他者とのかかわりの基礎に

関すること。 

人に対する基本的な信頼感をもち、他者からの働き掛け

を受け止め、それに応ずることができるようにする。 

(２)他者の意図や感情の理解に

関すること。 

他者の意図や感情を理解し、場に応じた適切な行動をと

ることができるようにする。 

(３)自己の理解と行動の調整に

関すること。 

自分の得意なことや不得意なこと、自分の行動の特徴な

どを理解し、集団の中で状況に応じた行動ができるように

なる。 

(４)集団への参加の基礎に関す

ること。 

集団の雰囲気に合わせたり、集団に参加するための手順

やきまりを理解したりして、遊びや集団活動などに積極的

に参加できるようになる。 

４ 

環
境
の
把
握 

(１)保有する感覚の活用に関す

ること。 

保有する視覚、聴覚、触覚、嗅覚、固有覚、前庭覚などの

感覚を十分に活用できるようにする。 

(２)感覚や認知の特性について

の理解と対応に関すること。 

障害のある幼児児童生徒一人一人の感覚や認知の特性を

踏まえ、自分に入ってくる情報を適切に処理できるように

するとともに、特に自己の感覚の過敏さや認知の偏りなど

の特性について理解し、適切に対応できるようにする。 

自立活動の内容 
『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部） 
（平成30年４月）』を基に作成 
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(３)感覚の補助及び代行手段の

活用に関すること。 

保有する感覚を用いて状況を把握しやすくするよう各種

の補助機器を活用できるようにしたり、他の感覚や機器で

の代行が的確にできるようにしたりする。 

(４)感覚を総合的に活用した周

囲の状況についての把握と

状況に応じた行動に関する

こと。 

いろいろな感覚器官やその補助及び代行手段を総合的に

活用して、情報を収集したり、環境の状況を把握したりし

て、的確な判断や行動ができるようにする。 

(５)認知や行動の手掛かりとな

る概念の形成に関すること。 

ものの機能や属性、形、色、音が変化する様子、空間・時

間等の概念の形成を図ることによって、それを認知や行動

の手掛かりとして活用できるようにする。 

５ 

身
体
の
動
き 

(１)姿勢と運動・動作の基本的技

能に関すること。 

日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や上肢・下

肢の運動の改善及び習得、関節の拘縮や変形の予防、筋力の

維持・強化を図ることなどの基本的技能に関する。 

(２)姿勢保持と運動・動作の補助

的手段の活用に関すること。 

姿勢の保持や各種の運動・動作が困難な場合、様々な補助

用具等の補助的手段を活用してこれらができるようにす

る。 

(３)日常生活に必要な基本動作

に関すること。 

食事、排泄、衣服の着脱、洗面、入浴などの身辺処理及び

書字、描画等の学習のための動作などの基本動作を身に付

けることができるようにする。 

(４)身体の移動能力に関するこ

と。 

自力での身体移動や歩行、歩行器や車いすによる移動な

ど、日常生活に必要な移動能力の向上を図る。 

(５)作業に必要な動作と円滑な

遂行に関すること。 

作業に必要な基本動作を習得し、その巧緻性や持続性の

向上を図るとともに、作業を円滑に遂行する能力を高める。 

６ 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

(１)コミュニケーションの基礎

的能力に関すること。 

幼児児童生徒の障害の種類や程度、興味・関心に応じて、

表情や身振り、各種の機器などを用いて意思のやりとりが

行えるようにするなど、コミュニケーションに必要な基礎

的な能力を身に付ける。 

(２)言語の受容と表出に関する

こと。 

話し言葉や各種の文字・記号等を用いて、相手の意図を受

け止めたり、自分の考えを伝えたりするなど、言語を受容し

表出することができるようにする。 

(３)言語の形成と活用に関する

こと。 

コミュニケーションを通して、事物や現象、自己の行動等

に対応した言語の概念の形成を図り、体系的な言語を身に

付けることができるようにする。 

(４)コミュニケーション手段の

選択と活用に関すること。 

話し言葉や各種の文字・記号、機器等のコミュニケーショ

ン手段を適切に選択・活用し、他者とのコミュニケーション

が円滑にできるようにする。 

(５)状況に応じたコミュニケー

ションに関すること。 

コミュニケーションを円滑に行うためには、伝えようと

する側と受け取る側との人間関係や、そのときの状況を的

確に把握することが重要であることから、場や相手の状況

に応じて、主体的にコミュニケーションを展開できるよう

にする。 
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特別支援学校 小学部・中学部学習指導要領（第７章第３の１） 

第３ 個別の指導計画の作成と内容の取扱い 

 １ 自立活動の指導に当たっては、個々の児童又は生徒の障害の状態や特性及び心身の発達の

段階等の的確な把握に基づき、指導すべき課題を明確にすることによって、指導目標及び指

導内容を設定し、個別の指導計画を作成するものとする。その際、第２に示す内容の中から

それぞれに必要とする項目を選定し、それらを相互に関連付け、具体的に指導内容を設定す

るものとする。 

  

 

 

 

 

 

『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）』では、以下のよ

うに個別の指導計画の作成手順の一例が示されています。 

① 個々の児童生徒の実態把握（障害の状態、発達や経験の程度、生育歴等）を的確に把握する。 

② 実態把握に基づいて指導すべき課題を抽出し、課題相互の関連を整理する。 

③ 個々の実態に即した指導目標を明確に設定する。 

④ 小学部・中学部学習指導要領第７章第２の内容の中から、個々の指導目標を達成するために必

要な項目を選定する。 

⑤ 選定した項目を相互に関連付けて具体的な指導内容を設定する。 

個別の指導計画に基づく指導は、計画（Plan）－実践（Do）－評価（Check）－改善（Action）のサイ

クルを確立し、適切な指導を進めることが重要です。 

【個別の指導計画に基づくＰＤＣＡサイクル】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別の指導計画の作成 

 ８ 改善 

・課題の分析 

・実態把握の再検討 

・指導計画の改善 

１ 実態把握 

２ 指導目標の設定 

３ 個別の指導計画の作成 

４ 年間指導計画の作成 

５ 授業（単元）計画 Plan Action 

６ 授業の展開 

・学習活動の工夫 

・個への手立ての工夫 

・教材・教具の活用 等 

Do Check 
７ 評価 

・学習状況の評価 

・指導に関する評価 等 

自立活動の指導における個別の指導計画の作成は、個々の児童生徒

の実態把握に基づき、指導すべき課題を整理し、指導目標を明らかに

した上で、自立活動の内容の中から必要な項目を選定し、それらを相

互に関連付けて具体的な指導内容を設定するものと示されています。 

チェック 
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特別支援学校 小学部・中学部学習指導要領（第７章第３の２の（５）） 

（５） 各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動の指導と密接な関連を

保つようにし、計画的、組織的に指導が行われるようにするものとする。 

 自立活動の個別の指導計画の作成に当たっては、各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習の時間

及び特別活動と自立活動の指導内容との関連を図り、両者が補い合って、効果的な指導が行われるよう

にすることが大切です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援学校 小学部・中学部学習指導要領（第７章第３の３） 

３ 個々の児童又は生徒の実態に応じた具体的な指導方法を創意工夫し、意欲的な活動を促すよ

うにするものとする。 

  

 

 

 

 

 

＜ア 児童生徒一人一人の実態に応じた指導方法＞ 

  児童生徒の障がいの状態や特性及び心身の発達の段階は多様です。特定の方法をすべての児童生徒

に機械的に当てはめるのではなく、個々の児童生徒の実態に適した方法を創意工夫することが必要で

す。 

＜イ 意欲的な活動を促す指導方法＞ 

  児童生徒が興味や関心をもって主体的に取り組み、成就感を味わうことのできるような指導方法を

工夫することが大切です。教師からの一方的な働きかけに終始する方法や画一的な方法にならないよ

う留意しましょう。 

 

 

他領域・教科等との関連 

各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動にはそれぞれ

教科等の目標があるので、各教科等における自立活動に指導に当たっては、それら

の目標の達成を著しく損なったり、目標から逸脱したりすることのないように留意し

ましょう。 

指導方法の創意工夫 

各教科等の目標と自立活動の具体的な指導内容との関連を図るよう

工夫するなど、計画的、組織的に指導が行われるようにする必要があ

ります。 

チェック 

自立活動の指導の効果を高めるためには、児童生徒が積極的な態度

で意欲的な学習活動を展開することが必要です。そのためには、個々

の児童生徒の実態に応じた具体的な方法を創意工夫することが大切で

す。 

チェック 
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 重複障がいのある児童生徒については、一人一人の障がいの状態が極めて多様であり、発達の諸側面

にも不均衡が大きいことから、心身の調和的発達の基盤を培うことをねらいとした指導が特に必要とな

ります。特別支援学校学習指導要領では、自立活動の指導を中心に行うことについて、以下のように規

定されています。 

特別支援学校 小学部・中学部学習指導要領（第１章第８節の４） 

４ 重複障害者のうち、障害の状態により特に必要がある場合には、各教科、道徳科、外国語活

動若しくは特別活動の目標及び内容に関する事項の一部又は各教科、外国語活動若しくは総合

的な学習の時間に替えて、自立活動を主として指導を行うことができるものとする。 

 

特別支援学校 小学部・中学部学習指導要領（第７章第３の４） 

４ 重複障害者のうち自立活動を主として指導を行うものについては、全人的な発達を促すため

に必要な基本的な指導内容を、個々の児童又は生徒の発達に応じて設定し、系統的な指導が展

開できるようにするものとする。その際、個々の児童又は生徒の人間として調和のとれた育成

を目指すように努めるものとする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自立活動の指導については、以下のように示されています。 

特別支援学校 小学部・中学部学習指導要領（第７章第３の５） 

５ 自立活動の指導は、専門的な知識や技能を有する教師を中心として、全教師の協力の下に効

果的に行われるようにするものとする。 

   

 

 

 

 

 

 

自立活動を主とした指導 

障がいが重複している、あるいはその障がいが重度であるという理由だけで、各

教科等の目標や内容を取り扱うことを全く検討しないまま、安易に自立活動を主と

した指導を行うことのないように留意しましょう。 

教師の協力体制 

自立活動を主とした指導を行う場合でも、自立活動のほかに、道徳

科及び特別活動については、その目標及び内容の全部を替えることは

できないことに留意する必要があります。 

チェック 

自立活動の指導は、児童生徒の障がいの状態によっては、かなり

専門的な知識や技能を必要としているので、自立活動の指導の中心

となる教師は、それにふさわしい専門性を身につけておくことが必

要です。そのような教師を中心に、全教師の協力の下に個別の指導

計画を作成し、実際の指導に当たることが必要です。 

チェック 
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 自立活動の個別の指導計画の作成や実際の指導に当たっては、以下のように示されています。 

特別支援学校 小学部・中学部学習指導要領（第７章第３の６） 

６ 児童又は生徒の障害の状態等により、必要に応じて、専門の医師及びその他の専門家の指

導・助言を求めるなどして、適切な指導ができるようにするものとする。 

 専門の医師をはじめ、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、心理学や教育学の専門家等外部の各専

門家との連携協力をして、必要に応じて、指導・助言を求めたり、連絡を密にしたりすることが必要で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自立活動の指導の成果が就学先や進学先等でも生かされるように、個別の教育支援計画等を活用して

連携を図ることが示されています。 

特別支援学校 小学部・中学部学習指導要領（第７章第３の７） 

７ 自立活動の指導の成果が進学先等でも生かされるように、個別の教育支援計画等を活用して

関係機関等との連携を図るものとする。 

 

  

就学先や進学先において、新たな学習上又は生活上の困難が生じたり、困難さの状況が変化したりす

る場合があります。そのため、個別の教育支援計画等により、本人、保護者を含め、専門の医師及びそ

の他の専門家等との連携協力を図り、当該児童生徒についての教育的ニーズや長期的展望に立った指導

や支援の方針や方向性等を整理し、学校が自立活動の指導計画の作成に活用していくことが重要です。 

 

 

 自立活動の指導の成果が進路先での支援に生かされるようにするためにも、個別の教育支援計画等を

十分活用して情報を引き継ぐことが必要です。なお、進路先との連携に当たっては、個人情報保護に十

分留意しながら、連携の意図や引き継ぐ内容等について保護者の理解を得ることが大切です。 

専門の医師等との連携協力 

自立活動の指導は教師が責任をもって計画し、実施するものです。外部の専門家

の指導にゆだねてしまうことなく、専門家の助言や知見を指導に生かすことが大切で

す。 

個別の教育支援計画等の活用 

肢体不自由教育においては、例えば、姿勢や歩行、日常生活や作業

上の動作、摂食動作やコミュニケーション等について、児童生徒の心

身の機能を評価し、その結果に基づいて指導を進めていくためには、

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士等からの指導・助言を得ること

が大切です。 

チェック 

就学先や進学先における活用 

卒業後の進学先や就労先等における活用 
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自立活動の指導に当たっては、実態把握に基づいて指導すべき課題を明確にして、自立活動の目標や具

体的な指導内容を設定し、個別の指導計画を作成します。実態把握から具体的な指導内容を設定するま

での流れの例（流れ図）は『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・

中学部）（平成30年３月）』（以下、『自立活動編』とする）p.28に示されています（下図）。 

『自立活動編』では、肢体不自由のある児童生徒の実態把握から具体的な指導内容を設定するまでの事

例が pp.32～35、pp.140～143に詳しく示されています。事例には、具体的なイメージができるように障

がい名と指導目標・内容が示されていますが、あくまでも例示です。児童生徒の困難さが共通する場合に

は参考にすることができます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (２)肢体不自由のある児童生徒の自立活動 

個別の指導計画の作成 

『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）（平成 30年３月）』p.28から抜粋 
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 ここからは、「自立活動の指導における目標設定シート」を活用し、個別の指導計画の作成の基になる

プロセスを考えていきます。手順１～５の流れで見ていきましょう。 

「自立活動の指導における目標設定シート」は、本資料 pp.89-90に記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④　③で整理した課題同士がどのように関連しているかを整理し、中心的な課題を導き出す段階

課題関連図

原因→影響・結果　　　　⇔相互に関係　　　・・・・・相反する関係　　　　□中心課題

④　③で整理した課題同士がどのように関連しているかを整理し、中心的な課題を導き出す段階

手順２　課題の抽出と関連の整理

③　①をもとに②で整理した情報から課題を抽出する段階

【指導すべき課題】（つけてほしい力、これから獲得すべきこと、○年後に向けて今つけたい力）

令和　年度　　自立活動の指導における目標設定シート

学部学年

教育課程

小 ・ 中 ・ 高  　  　年

準ずる　　　　・　　　　知的代替　　　　・　　　　自活主　　　　・　　　　訪問

氏名

学習や生活の中で
見られる良さと

課題

良さ

課題

手順１　実態把握

①　興味･関心、学習や生活の中で見られる長所やよさ、課題等について情報収集

興味・関心
苦手なこと

好きなこと
得意なこと

苦手なこと

②　収集した情報（①）を自立活動の区分に即して整理する段階　　　　　　

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

手順１ 

手順２ 

＜評価基準＞ ＜評価基準＞ ＜評価基準＞

＜指導内容＞ ＜指導内容＞ ＜指導内容＞

＜指導の手立て＞ ＜指導の手立て＞ ＜指導の手立て＞

＜指導の場面＞ ＜指導の場面＞ ＜指導の場面＞

手順５　評価

（4）コミュニケー
ション手段の選択と
活用に関すること。

課題同士の関係を整理する中で今指導する目標として
⑤　④に基づき設定した指導目標を記す段階

（2）病気の状態の
理解と生活管理に関
すること。

手順４　具体的な指導内容の設定

指導目標を達成するために必要な項目の選定
⑥　⑤を達成するために必要な項目を選定する段階
⑦　項目と項目を関連付ける際のポイント

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

（1）生活のリズム
や生活習慣の形成に
関すること。

（1）情緒の安定に
関すること。
 

（1）他者とのかか
わりの基礎に関する
こと。

（1）保有する感覚
の活用に関するこ
と。

（1）姿勢と運動・
動作の基本的技能に
関すること。

（1）コミュニケー
ションの基礎的能力
に関すること。

選定した項目を関連付けて具体的な指導内容を設定
⑧　具体的な項目を関連付ける段階

（2）状況の理解と
変化への対応に関す
ること。

（2）他者の意図や
感情の理解に関する
こと。

（2）感覚や認知の
特性についての理解
と対応に関するこ
と。

（2）姿勢保持と運
動・動作の補助的手
段の活用に関するこ
と。

（2）言語の受容と
表出に関すること。

（3）身体各部の状
態の理解と養護に関
すること。

（3）障害による学
習上又は生活上の困
難を改善・克服する
意欲に関すること。

（3）自己の理解と
行動の調整に関する
こと。

（3）感覚の補助及
び代行手段の活用に
関すること。

（3）日常生活に必
要な基本動作に関す
ること。

（3）言語の形成と
活用に関すること。

（5）健康状態の維
持・改善に関するこ
と。

（5）認知や行動の
手掛かりとなる概念
の形成に関するこ
と。

（5）作業に必要な
動作と円滑な遂行に
関すること。

（5）状況に応じた
コミュニケーション
に関すること。

（4）障害の特性の
理解と生活環境の調
整に関すること。

（4）集団への参加
の基礎に関するこ
と。

（4）感覚を総合的
に活用した周囲の状
況についての把握と
状況に応じた行動に
関すること。

（4）身体の移動能
力に関すること。

手順３　指導目標の設定

【長期目標】

【短期目標】　＊条件、行動、基準を示す

手順３ 

手順４ 

手順５ 

手順1～３は、年度末の引継ぎ時点あるいは年度初めの時点で記しておきます。 

手順4～５は、単元ごとあるいは学期ごとなどに見直したり、検討したりして記載す

ると良いでしょう。 

評価を受けて、実態把握や課題の修正がある場合は、朱書きで訂正するなど、変

化が見えるように記載しておきましょう。 

第46回日本肢体不自由教育研究大会（令和４年） 

「セミナーA2自立活動の指導の課題設定と評価」演習資料を基に作成 

 
ポイント 

目標設定シートの作成は、担任だけでなくチームで取り組むこと、

様々な立場からの意見を交換する場を設定することが大切です。 

教員一人一人の児童生徒の実態の捉え方や見方、考え方が違うこと

を踏まえ、それぞれの意見や情報を出し合いましょう。 

話し合いの場では、出された意見を尊重する雰囲気づくりを大事に

しましょう！ 
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自立活動は、一人一人の障がいによって生じる学習や生活面での困難を、自らが改善する力を身に付け

る学習です。そこで、一人一人の障がいによる困難を明らかにする取組が「実態把握」です。 

実態把握は、二つの過程に分かれます。 

①情報の収集 

第１段階は、障がいの状態や特性等について幅広く情報を収集する段階です。 

②情報の整理 

 第２段階は、収集した情報を整理する段階です。①で収集した情報を整理する際の三つの観点は次の

通りです。 

 【②－１】自立活動の区分に即した整理 

 【②－２】学習上又は生活上の困難や、これまでの学習状況の視点からの整理 

 【②－３】◯◯年後の姿の観点からの整理 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順１ 実態把握 

「第１章（４）肢体不自由の理解（pp.10-12）」にも記載しているよう

に、肢体不自由のある児童生徒の指導に当たっては、障がい等の状態を

把握するために様々な情報を収集します。それらの情報を活用しながら、

記入していきます。 

チェック 

それぞれの学校で作成している実態把握表などの様式で収集した情報を活用す

る場合、すべての欄を埋める必要はありません。 

各学校の実態に合わせて、目標設定シートを活用していきましょう。 

 
ポイント 

「目標設定シート」        ②において、自立活動の区分に即し

た整理を行う際は、「第１章（３）肢体不自由のある児童生徒の特性【状態

と区分・項目の関連例】（pp.４-５）」を参考にすると整理がしやすくなり

ます。また、項目の詳しい説明は「第２章（１）指導の基本（pp.29-30）」

を参照しましょう。 

②　収集した情報（①）を自立活動の区分に即して整理する段階　　　　　　

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

手順１ 実態把握 
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③課題の抽出 

実態把握で整理した情報の中から課題を焦点化していきます。 

これまでの学習の状況から明らかになった児童生徒の「できること」「もう少しでできること」「援助が

あればできること」「できないこと」などの中から、指導開始時点での課題を選定していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順２ 指導すべき課題の抽出、課題相互の関連の整理 

何に着目して課題の焦点化を行うか、その視点を校内で整理し共有す

ることが必要です。 

児童生徒の現在の姿だけでなく、そこに至る背景や学校で指導可能な

残りの在学期間、数年後や卒業後までに育みたい力との関係など、児童

生徒の中心的な課題を整理する視点を明確にしていきましょう。 

チェック 

「課題」とは… 

×：できないこと、解決しなければならない問題 

〇：つけて欲しい力、これから獲得すべきこと、○年後に向けて今つけたい力 

第46回日本肢体不自由教育研究大会（令和４年） 

「セミナーA2自立活動の指導の課題設定と評価」演習資料から抜粋 

 
ポイント 

児童生徒が、自分自身の生活上や学習上の困難さ、困難さを改善するた

めの工夫、自立活動の指導で取り組むべき課題を教師と一緒に考えること

ができる場合は、目標や指導内容を一緒に計画していくことも大切です。 

「自立活動を学ぶ意義」を児童生徒自身が考えられるようにしましょう。 
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④課題相互の関連の整理と中心的な課題の決定 

 抽出された課題同士がどのように関連しているかを整理し、中心的な課題を導き出します。課題同士

の関連とは、「原因と結果」や「相互に関連し合う」などの観点や、発達や指導の順序等です。この整理

を通して、他の多くの課題と関連している課題の存在や、複数の課題の原因となっている課題の存在が

見えてくることもあります。中心的な課題の中から、今指導すべき課題を決定します。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立活動の個別の指導計画を作成する上で最も重要な点が、実態把握から指

導目標を設定するまでのプロセスにあります。個別の指導計画を確実に引き継ぎ、

指導の連続性を確保することが大切です。 

目標設定シートを活用することで、以下のことが可能になります。 

〇指導すべき課題を整理する手続きを通して、指導目標を設定するに至る判断の 

根拠を記述して残すこと 

  〇目標設定シートを引き継ぐことで、指導の連続性を確保すること 

課題同士の関連、指導の優先、指導の重点の置き方等について複数の教

師で検討する学校のシステムを構築し、検証していきましょう。 
チェック 

 
ポイント 

④　③で整理した課題同士がどのように関連しているかを整理し、中心的な課題を導き出す段階

課題関連図

原因→影響・結果　　　　⇔相互に関係　　　・・・・・相反する関係　　　　□中心課題

④　③で整理した課題同士がどのように関連しているかを整理し、中心的な課題を導き出す段階

手順２　課題の抽出と関連の整理

③　①をもとに②で整理した情報から課題を抽出する段階

【指導すべき課題】（つけてほしい力、これから獲得すべきこと、○年後に向けて今つけたい力）

課題同士の関連を整理し、中心的な課題を導き出す方法に、「ＫＪ法」が

あります。関連を検討しながら、障がいによる困難の原因や背景を探ってい

きます。この方法は、児童生徒に関わる複数の教員が参加し、経験や価値観

の異なる意見を出し合い、尊重し合いながら進めることが大切です。 

すぐには中心的な課題にたどり着くことが難しい場合もあります。最初か

ら完璧なものを作成しようとは思わず、仮説として設定して、見直しを重ね

ながら妥当な課題設定に近づいていくと捉えましょう。 

筑波大学附属桐が丘特別支援学校・自立活動研究会（2021）「自立活動ハンドブック１」、

ジアース教育新社 pp.51-59を参考に作成 
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⑤長期目標、短期目標の設定 

児童生徒の実態把握に基づいて整理・抽出された指導すべき課題を踏まえ、小学部、中学部、高等部の

各部の在学期間、学年等の長期的な視点に立った指導目標と当面の短期的な視点に立った指導目標を定

めることが、自立活動の指導の効果を高めるために必要です。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順３ 指導目標の設定 

『自立活動の指導の手引き』（平成25年 山口県教育委員会）p.16から抜粋 

具体的な目標設定を行うためには、「条件」「行動」「基準」が示されてい

ることが大切です。 

条件 声をかけると、教室で 

行動 笑顔を見せる 

基準 10回中５回、○分以内で 

 

チェック 

★評価が可能 

★次につながる指導が可能 

 ・教室の次は玄関で 

 ・笑顔の次は発声で応じる 

 ・10回中５回できたら次は８回で 

『自立活動の指導の手引き』（平成25年 山口県教育委員会）p.16を参考に作成 

指導すべき課題を実現するために、一定期間に「達成すべきこと」が指

導目標になります。指導すべき課題を分析し、どのようなことが達成でき

れば課題が解決されるのか、課題に含まれる要素を書き出しましょう。 

チェック 

＜長期目標と短期目標の関係例＞ 

 

 

 

ア.段階的、順次的なタイプ  

短期目標 短期目標 短期目標 長期目標 

イ.並列的なタイプ 

短期目標 

短期目標 長期目標 

短期目標 

『個別の指導計画の作成と活用』（平成21年 岩手県総合教育センター）p.５を参考に作成 

 【短期目標設定のポイント】 

★抽象的な言葉ではなく、具体的な姿を想定して記述する。 

（例）  

 

★複数の行動や要素を含めない。 

（例）  

 

★解釈が多様化する表現ではなく、目標の範囲や条件を限定する。 

（例）  

 

×「感じる」「楽しむ」 

〇「～という感じ方をする」「～という楽しみ方をする」 

 

×「好きな物を選び、それを使って楽しむ」 

〇「～の方法で二つから一つを選ぶ」 

 

×「係の仕事を立派にやりとげる」 

〇「すべての机を一人で隅々まで拭く」 
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⑥必要な項目の選定 

⑦項目と項目を関連付ける際のポイント 

⑧具体的な指導内容の設定 

指導内容は、指導目標を達成するために、困難さの原因や児童生徒の興味・関心、特性等を踏まえて設

定していくものです。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順４ 具体的な指導内容の設定 

指導目標の達成のために「何を」扱うのか、その中身が指導内容です。

仮に、同じ目標を設定した児童生徒がいたとしても、困難さの原因や児童

生徒の興味の対象などが違うので、目標達成のために指導する内容は変わ

ります。一人一人に合った指導内容を設定しましょう。 

チェック 

 【指導内容設定のポイント】 

★「児童生徒」が主語になる。 

★「何を」扱うのか複数の教師で検討する。アイディアを出し合い、指導内容を決める。 

★具体的な指導内容と６区分27項目を照らし合わせ、必要な項目を選ぶ。 

★「〇〇のために【区分・項目】と【区分・項目】を関連付けて設定」と記載し、判断の 

根拠を示す。 

第46回日本肢体不自由教育研究大会（令和４年） 

「セミナーA2自立活動の指導の課題設定と評価」演習資料を基に作成 

 
ポイント 

指導内容を設定した後は、指導の手立て、指導場面を設定しましょう。 

【指導の手立て】：具体的な関わり方や環境設定等、必要な配慮 

【指導場面】  ：どの場面で扱うのか。自立活動の時間、各教科等の時間、 

トイレ、休み時間など具体的な場面 

「教師」が主語 

選定した項目を関連付けて具体的な指導内容を設定
⑧　具体的な項目を関連付ける段階

＜指導内容＞ ＜指導内容＞ ＜指導内容＞

＜指導の手立て＞ ＜指導の手立て＞ ＜指導の手立て＞

＜指導の場面＞ ＜指導の場面＞ ＜指導の場面＞

「児童生徒」が主語 

どの場面で扱うのか 

具体的な場面 
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 指導内容の設定で、自立活動の内容６区分27項目の中から必要な項目を選定し、それらを相互に関連

付ける際の配慮事項は以下の通りです。 

【具体的な指導内容を設定する際の配慮事項】 

特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部） 第７章の１（３） 

ア 主体的に取り組む指導内容 

児童又は生徒が、興味をもって主体的に取り組み、成就感を味わうとともに自己を肯定的に

捉えることができるような指導内容を取り上げること 

イ 改善・克服の意欲を喚起する指導内容 

児童又は生徒が、障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服しようとする意欲を高め

ることができるような指導内容を重点的に取り上げること 

ウ 発達の進んでいる側面を更に伸ばすような指導内容 

個々の児童又は生徒が、発達の遅れている側面を補うために、発達の進んでいる側面を更に

伸ばすような指導内容を取り上げること 

エ 自ら環境を整える指導内容 

個々の児童又は生徒が、活動しやすいように自ら環境を整えたり、必要に応じて周囲の人に

支援を求めたりすることができるような指導内容を計画的に取り上げること 

オ 自己選択・自己決定を促す指導内容 

個々の児童又は生徒に対し、自己選択・自己決定する機会を設けることによって、思考・判

断・表現する力を高めることができるような指導内容を取り上げること 

キ 自立活動を学ぶことの意義について考えさせるような指導内容 

個々の児童又は生徒が、自立活動における学習の意味を将来の自立や社会参加に必要な資質・

能力との関係において理解し、取り組めるような指導内容を取り上げること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ポイント 

区分・項目同士を関連付ける際は、「第１章（３）肢体不自由のある児童生徒の

特性【状態と区分・項目の関連例】（pp.４-５）」や「第２章（１）指導の基本（pp.29-

30）」を参考にすると、必要な区分・項目が見えやすくなります。 

特定の区分に偏っていないか、他に必要な区分・項目はないかを確認しましょう。 
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自立活動の評価は、以下の点を明確にしようとするものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『自立活動編』では、学習評価のポイントが以下のように示されています。 

特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部） 第７章の２（４） 

◯指導目標を設定する段階で、児童生徒の実態に即し、その到達状況を具体的に捉えておくこと 

◯教師自身が自分の指導の在り方を見つめ、児童生徒に対する適切な指導内容・方法の改善に結

び付けること 

◯教師間の協力の下で、適切な方法を活用して進めること 

◯多面的な判断ができるように、必要に応じて外部の専門家や保護者等との連携を図っていくこ

と 

◯保護者に、学習状況や結果の評価について説明し、児童生徒の成長の様子を確認してもらうと

ともに、学習で身に付けたことを家庭生活でも発揮できるよう協力を求めること 

◯児童生徒の実態に応じて、学習前、学習中、あるいは学習後に、自己評価を取り入れること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順５ 評価 

・実際の指導が指導目標に照らしてどのように行われたか 

・児童生徒がその指導目標の実現に向けてどのように変容しているか 

・児童生徒がどのような点でつまずき、それを改善するためにどのような指導をしていけばよいか 

指導目標の達成状況を評価するために、［評価規準］と［評価基準］を設定

しておく方法があります。 

［評価規準］：「何を評価するのか」という質的な判断の根拠…指導目標 

［評価基準］：「具体的な姿（どの場面で、何を、どれくらい、どうする）」 

であり、具体的な判断の根拠、到達度をＡＢＣで表記する 

 

チェック 

筑波大学附属桐が丘特別支援学校・自立活動研究会（2022）「自立活動ハンドブック３」、ジアース教育新社 p.25から抜粋 

自立活動の指導は、児童生徒の実態を的確に把握した上で個別の指導計画を

作成して行われます。しかし、児童生徒にとって的確な計画であるかどうかは、実際

の指導を通して明らかになるものです。学習状況や指導の結果に基づいて、適宜修

正を図ることが重要です。 
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 評価基準を設定した場合、以下のようなシートを作成して評価していく方法もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学期の終わりや年度末に行う評価では、毎時間の授業の評価を見渡し、検討

し、総合的に何がどこまでできるようになったのかを評価します。例えば、設定した

評価基準に対し、Ｂの評価がどれくらい安定的であったかを基に見ていきましょう。 

また、評価シートには、到達度だけでなく児童生徒の学習の様子や目標、指導方

法の変更理由などを記述しておくと、学期末や年度末の評価や引継ぎの際に活か

すことができます。 

 

目標 

（評価規準） 
学習内容・活動 

評価基準 

（Ｂ：おおむね満足できる状態） 

○月 

○日 

○月 

○日 

○月 

○日 

・自分の身体各部

の状態に注意を

向けて緊張をゆ

るめたり、力を

入れたりでき

る。 

○足首をゆるめる ・動かしにくさに気付き、足首の

力を抜くことができる。 
Ｂ Ａ Ａ 

○脚を曲げ伸ばし

する 

・教師の示す方向の援助を受けて

脚をまっすぐに伸ばす力を入れ

られる。 

Ｂ Ｂ Ａ 

○躯幹をひねる ・背中・腰に入る力に気付き、抜く

ことができる。 
Ｂ Ｂ Ｂ 

・上体を戻した後、リラックスし

た状態を保てる。 
Ｂ Ｂ Ｂ 

※到達度Ａ：十分満足できる状況  Ｂ：おおむね満足できる状況  Ｃ：努力を要する状況 

筑波大学附属桐が丘特別支援学校・自立活動研究会（2022）「自立活動ハンドブック３」、ジアース教育新社 p.19を参考に作成 

評価シートの例 

児童生徒の学習の評価だけでなく、指導の評価という視点も大切です。上

記の評価シートで、例えばＣ（努力を要する状況）の評価が続いた場合は、

児童生徒の頑張りだけでなく、教師の指導の工夫が必要であると捉える必要

もあります。指導の方法や環境設定を変える、もう一段手前のレベルで目標

を設定するなどの工夫が考えられます。 

チェック 

 
ポイント 「自立活動の指導における目標設定シート」と「個別の指導計画」の関連 

目標設定シート 個別の指導計画 

【長期目標】 （自立活動の）年間の目標 

【短期目標】 （自立活動の）学期ごとの目標 

個別の指導計画とともに、目標設定シートを引き継ぐことが大切です。 
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 肢体不自由のある児童生徒の自立活動の指導に当たっては、個別の指導計画に基づいた目標、指導内

容、手立て及び評価の観点を明確にし、個に応じた指導を充実させることが必要です。 

『自立活動編』には、児童生徒の障がいの状態や特性に対する具体的指導内容及び留意点が示されてい

ます。次頁からは、『自立活動編』の中から肢体不自由のある児童生徒の指導に関する部分を中心に表に

まとめています。指導を進める上で必要とされる事項や関連性について確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること 

本項目に関する指導の留意事項 

 障害のある幼児児童生徒の場合、視覚、聴覚、触覚、嗅覚、固有覚、前庭覚等を通してとらえた情報

を適切に理解することが困難であったり、特定の音や光に敏感に反応したりする場合がある。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

脳性 

まひ 

・上肢にまひがあり、文

字や図形を書くこと

が難しい場合。 

 

◇コンピュータ等を活用して書くことを補

助することによって、学習を効果的に進

めることができる。また、学習活動を通じ

て、例えば文字の部首や図形の特徴につ

いては、話し言葉で聞いた方が理解しや

すいというような自分の得意な学習のス

タイルを知り、自ら使えるように指導す

る。 

 

発達の段階に見合っ

た運動をする、自己

を肯定的に捉えるた

めには、 

 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

 

 

 (３)自立活動の指導内容及び留意点 

【表の見方】 

・児童生徒の状況を示しています。 

○この項目を中心として考えられる具体的な指導内容例を示しています。 

◇この項目を中心としながら、他の項目と関連付けて設定する指導内容例を示していま

す。 

※どちらも例示です。学習上又は生活上の困難が共通する場合には参考にできます。 

【４環境の把握】  

区分 

項目 

項目に関する 

指導の留意事項 

【２心理的な安定】 

【５身体の動き】 

【３人間関係の形成】 

項目の中で使われている 

言葉の解説ページ 

【例】 

参照 
認知 

p.13 
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（１）生活のリズムや生活習慣の形成に関すること 

本項目の指導の留意事項 

 対象の児童生徒の１日の生活状況を把握する必要がある。特に、覚醒と睡眠のリズム、食事及び水分

摂取の時間や回数・量、食物の調理形態、摂取時の姿勢や援助の方法、口腔機能の状態、排泄の時間帯・

回数、方法、排泄のサインの有無などに加えて、呼吸機能、体温調節機能、服薬の種類や時間、発熱、

てんかん発作の有無とその状態、嘔吐、下痢、便秘など体調に関する情報も入手しておくことが大切で

ある。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

障害が 

重度で 

重複し 

ている 

・発達の遅れが著しく、

睡眠と覚醒のリズム

が不規則。 

・体力が弱い。 

・食事の量や時間、排泄

の時刻が不規則。 

○睡眠、食事、排泄など基礎的な生活リズム

が身に付くようにすることなど、健康維

持の基盤の確立を図るための具体的な指

導内容の設定が必要。 

 

 

 

・覚醒と睡眠のリズム

が不規則になりが

ち。 

・日中に身体を動かす

活動が十分にできな

いことから、夜にな

っても眠くならず、

その結果、朝起きら

れなくなり、昼近く

になってやっと目覚

めるといった状態が

続く。 

◇家庭との連携を図って、朝決まった時刻

に起きることができるようにし、日中は、

身体を動かす活動や遊びを十分に行って

目覚めた状態を維持したり、規則正しく

食事をとったりするなど生活のリズムを

形成するための指導を行う必要がある。 

◇日中の活動を計画する際には、児童生徒

が視覚や聴覚等の保有する感覚を活用す

るよう活動内容を工夫する。 

◇自分では身体を動かすことができなくて

も、教師が補助をして身体を動かすよう

な活動を取り入れることによって覚醒を

促すことも効果的。 

生活のリズムを形成

する指導を行うため

には、 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

視覚 

障害 

・昼夜の区別がつきに

くいことから覚醒と

睡眠のリズムが不規

則になり、昼夜逆転

した生活になること

がある。 

○個々の児童生徒の困難の要因を明らかに

した上で、無理のない程度の課題から取

り組むことが大切。 

○生活のリズムや生活習慣の形成は、日課

に即した日常生活の中で指導することに

よって養うことができる場合が多い。 

○清潔や衛生を保つことの必要性を理解で

きるようにし、家庭等との密接な連携の

下に不衛生にならないように日常的に心

がけられるようにすることが大切。 

 

【１健康の保持】 

【４環境の把握】 

【５身体の動き】 

『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部） 
（平成30年４月）』pp.51-60を基に作成 
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（２）病気の状態の理解と生活管理に関すること 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

二分 

脊椎 

 ○尿路感染の予防のために排泄指導、清潔

の保持、水分の補給及び定期的に検尿を

行うことに関する指導をする。 

○長時間同じ座位をとることにより褥瘡が

できることがあるので、定期的に姿勢変

換を行うよう指導する。 

 

進行性 

疾患 

 ○病気を正しく理解し、日々の体調や病気

の状態の変化に留意しながら、過度の運

動及び適度な運動に対する理解や、身体

機能の低下を予防するよう生活の自己管

理に留意した指導を行う必要がある。 

 

てん 

かん 

・定期的な服薬により

発作はコントロール

出来ることが多いが、

短時間意識を失う小

発作の場合には発作

が起きているのを本

人が自覚しにくいこ

とから、自己判断して

服薬を止めてしまう

ことがある。 

○生活のリズムの安定を図ること、過度に

疲労しないようにすること、忘れずに服

薬することなどが重要。 

○定期的な服薬の必要性について理解させ

るとともに、確実に自己管理ができるよ

う指導する必要がある。 

病気の状態の理解を

図り、自発的に生活

管理を行うことがで

きるようにするため

には、 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

 

・全身がけいれんする

もの、短時間意識を

失うもの、急に歩き

回ったり同じ行動を

意味もなく繰り返し

たりするものなど多

様である。 

◇発作が疑われるような行動がみられた場

合には、専門の医師に相談する必要があ

る。 

◇定期的な服薬の必要性について理解する

とともに、服薬により多くの場合は発作

をコントロールできるという安心感をも

たせることも重要。 

・他の障害を伴ってい

て、障害のため生活

上の留意事項を理解

し守ることや定期的

な服薬が難しい場合

がある。 

◇個々の児童生徒のコミュニケーション手

段や理解の状況、生活の状況等を踏まえ

て、例えば、披露を蓄積しないことや、定

期的に服薬することを具体的に指導した

り、てんかんについて分かりやすく示し

た絵本や映像資料などを用いて理解を図

ったりすることも大切。また、ストレスを

ためることがてんかん発作の誘因となる

ことがあるので、情緒の安定を図るよう

に指導することも大切。 

【２心理的な安定】 

【６コミュニケーション】 
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てん 

かん 

 ◇注意事項を守り服薬を忘れないようにす

るためには、周囲の人の理解や協力を得

ることが有効な場合がある。そこで、児童

生徒の発達の段階等に応じて、自分の病

状を他の人に適切に伝えることができる

ようにすることも大切。 

 

 

（３）身体各部の状態の理解と養護に関すること 

本項目の指導の留意事項 

 病気や事故等による身体各部の状態を理解し、自分の生活を自己管理できるようにするなどして、自

分の身体を養護する力を育てていくことは極めて大切なことである。また、これらの指導は、医療との

関連がある場合が多いので、必要に応じて専門の医師等の助言を得るようにしなければならない。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

視覚 

障害 
 

○発達の段階に応じて、目の構造や働き、自

己の視力や視野などの状態について十分

な理解を図ることが必要。その上で、保有

する視機能を維持するため、学習中の姿勢

に留意したり、危険な場面での対処方法を

学んだりして、視覚管理を適切に行うこと

ができるように指導することが大切。 

 

聴覚 

障害 
 

○発達の段階に応じて、耳の構造や自己の障

害についての十分な理解を図ることが必

要。その上で、補聴器等を用いる際の留意

点についても理解を促すなどして、自ら適

切な聞こえの状態を維持できるよう耳の

保護にかかわる指導を行うことが大切。 

 

 ・下肢断裂によって義

肢を装着している場

合。 

○義肢を装着している部分を清潔に保った

り、義肢を適切に管理したりすることが

できるようにする必要がある。 

 

 ・床ずれ等がある場合。 ○患部への圧迫が続かないように、定期的

に体位を変換することの必要性を理解

し、自分で行う方法を工夫したり、自分で

できない場合には他の人に依頼したりで

きるようにすることが大切。 
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筋ジス 

トロフ 

ィー 

・筋萎縮等により筋力

が低下し、運動機能

などの各機能が低下

する。 

◇身体の状態に応じて運動の自己管理がで

きるように指導することが大切。 

◇心臓機能や呼吸機能の低下は命に関わる

ことであるため、筋肉に過度の負担をか

けないように留意しつつ機能低下を予防

することが重要。 

◇病気の原因や経過、進行の予防、運動の必

要性、適切な運動方法や運動量などにつ

いて学習することが必要。 

◇治療方法や病気の進行、将来に関する不

安等をもつことがあるので、情緒の安定

に配慮した指導を行うこと。 

◇病気の進行に伴い、姿勢変換や移動、排泄

などの際に周囲の人に支援を依頼するこ

とが必要になってくるので、場や状況に

応じたコミュニケーション方法について

学ぶことも大切。 

身体の状態に応じて

運動の自己管理がで

きるように指導する

ためには、 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

 

 

 

 

 

（４）障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

視野の 

障害 

・慣れている学校内で

あっても環境の把握

が十分ではないこと

がある。見える範囲

が限られることによ

り周囲の状況把握に

困難が生じる。 

◇自分の見え方の特徴を理解した上で、部

屋に置かれた様々なものの位置などを自

ら触ったり、他者から教えてもらったり

しながら確認することが必要。その際、

ものの位置関係が把握しやすいように、

順序よくていねいに確認できるようにす

ることが大切。また、自分にわかりやす

いように整理したり、置く場所を決めた

りしておくこともよい。 

◇こうした視野の障害を踏まえた指導を工

夫するほか、必要以上に行動が消極的に

ならないように情緒の安定を図ることも

大切。 

自分の見え方に適切

に応じて、自分が生

活しやすいように環

境を調整できるよう

にするためには、 

 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

【２心理的な安定】 

【６コミュニケーション】 

【２心理的な安定】 

【４環境の把握】 

【３人間関係の形成】 
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（５）健康状態の維持・改善に関すること 

本項目の指導の留意事項 

 健康状態の維持・改善を図る指導を進めるに当たっては、主治医等から個々の児童生徒の健康状態に

関する情報を得るとともに、日ごろの体調を十分に把握する必要があることから、医療機関や家庭との

密接な連携を図ることが大切である。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

障害が 

重度で 

重複し 

ている 

 

・健康の状態を明確に

訴えることが困難。 

 

○様々な場面で健康観察を行うことによ

り、変化しやすい健康状態を的確に把握

することが必要。その上で、例えば、乾布

摩擦や軽い運動を行ったり、空気、水、太

陽光線を利用して皮膚や粘膜を鍛えたり

して、血行の促進や呼吸機能の向上など

を図り、健康状態の維持・改善に努めるこ

とが大切。 

 

 ・たんの吸引等の医療

的ケアを必要とす

る。 

○健康状態の詳細な観察が必要であるこ

と、指導の前後にたんの吸引等の医療的

ケアが必要なこともあることから、養護

教諭や看護師等と十分連携を図って指導

を進めることが大切。 

 

 

 

聴覚 

障害 

・補聴器や人工内耳を

装用していても、聴

覚活用の状況は個々

によって異なる。そ

のため、補聴器や人

工内耳を装用して、

音がどの程度聞こ

え、他者の話がどの

程度理解できるのか

については、聴力レ

ベルや補聴器装用閾

値のような客観的な

値だけで決定される

ものではない。 

◇それぞれの発達段階に合わせて、どのよ

うな音や声が聞こえて、どのような音や

声が聞き取れないのかを自分でしっかり

と理解し、時と場合によって聞こえたり

聞こえなかったりすることに気付かせる

ことが重要。 

◇卒業後、自分の聞こえの状況や最も理解

しやすいコミュニケーションの方法を自

ら他者に伝えていくことが、聞こえる人

との円滑なコミュニケーションにつなが

ると考えられる。聴覚活用に加え、手話

や筆談など、他者とコミュニケーション

を図るための様々な方法があることを理

解し、その中で自分が分かりやすいコミ

ュニケーションの方法を選択できるよう

になることが大切。 

聞こえの状況や聴覚

障害の特性を自ら理

解し、それを他者に

伝えられるようにし

ていくためには、 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

【２心理的な安定】 

【６コミュニケーション】 
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知的 

障害 

・運動量が少なく、結

果として肥満になっ

たり、体力低下を招

いたりする。また、心

理的な要因により不

登校の状態が続き、

運動量が極端に少な

くなったり、食欲不

振の状態になったり

する場合。 

○障害そのものによるのではなく、二次的

な要因により体力が低下する幼児児童生

徒の体力低下を防ぐためには、運動する

ことへの意欲を高めながら適度な運動を

取り入れたり、食生活と健康について実

際の生活に即して学習したりするなど、

日常生活において自己の健康管理ができ

るようにするための指導が必要。 

 

 

 

 

 

 排せつ指導は、排せつの時間帯・回数、方法、排せつのサインの有無などの情報を把握し、児童生

徒の生活習慣の形成のために行われています。 

重複障がいのある児童生徒には、自分の体調を言葉で他者に伝えたり、表情やしぐさ等で明確に表

現したりすることが難しいことがあります。児童生徒の体調を把握する指標として、尿や便の色、形

状、回数、量などを細かく観察することが大切です。家庭と連携し、児童生徒の一日を通しての排せ

つの様子を把握しておくことで、体調の変化に気付く視点をもつことができます。盛岡となん支援学

校では、児童生徒トイレに下図のスケールを貼り出し、教員が児童生徒の尿や便の状態をすぐに確認

できるようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜便＞ ＜尿＞ 

コラム 排せつ指導 
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（１）情緒の安定に関すること 

本項目の指導の留意事項 

障害のある児童生徒は、生活環境などの様々な要因から、心理的に緊張したり不安になったりする状

態が継続し、集団に参加することが難しくなることがある。このような場合には、環境的な要因が心理

面に大きく関与していることも考えられることから、睡眠、生活のリズム、体調、天気、家庭生活、人

間関係など、その要因を明らかにし、情緒の安定を図る指導をするとともに、必要に応じて環境の改善

を図ることが大切である。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

障害が 

重度で 

重複し 

ている 

・情緒が安定している

かどうかを把握する

ことが困難。 

○その判断の手掛かりとして「快」、「不快」

の表出の状態を読み取ることが重要。そ

して、安定した健康状態を基盤にして

「快」の感情を呼び起こし、その状態を継

続できるようにするための適切な関わり

方を工夫する。 

 

 ・障害があることや過

去の失敗経験等によ

り、自信をなくした

り、情緒が不安定にな

りやすかったりする

場合。 

○機会を見つけて自分のよさに気付くよう

にしたり、自信がもてるように励ました

りして、活動への意欲を促すように指導

する。 

 

 

（２）状況の理解と変化への対応に関すること 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

 ・場所や場面が変化す

ることにより、心理

的に圧迫を受けて適

切な行動ができなく

なる場合。 

○教師と一緒に行動しながら徐々に慣れる

ように指導する。 

 

視覚 

障害 

・見えなかったり、見え

にくかったりして周

囲の状況を即座に把

握することが難しい

ため、初めての環境

や周囲の変化に対し

て、不安になること

がある。 

○教師が周囲の状況を説明するとともに、

児童生徒が状況を把握するための時間を

確保したり、急激な変化を避けて徐々に

環境に慣れたりすることが大切。 

○日ごろから一定の場所に置かれている遊

具など、移動する可能性の少ないものを

目印にして行動したり、自ら必要な情報

を得るために身近な人に対して的確な援

助を依頼したりする力などを身に付ける

ことが大切。 

 

【２心理的な安定】 『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部） 
（平成30年４月）』pp.60-67を基に作成 
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視覚 

障害 

・見えにくさから周囲

の状況を把握するこ

とが難しいため、初

めての場所や周囲の

変化に対して、不安

になる場合がある。 

◇一人一人の見え方やそれに起因する困難

を踏まえた上で、周囲がどのような状況

かを教師が言葉で説明したり、あらかじ

め児童生徒とその場に移動して一緒に確

かめたりすることによって情緒的な安定

を図るようにする。その上で、児童生徒が

周囲を見回したり、聴覚などの保有する

感覚を活用したりして状況を把握するこ

とや、周囲の状況やその変化について教

師や友達に尋ねて情報を得るようにする

ことなどを指導することが大切。 

周囲の状況を理解

し、状況の変化に対

応していくために

は、 

 

の他の項目、 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

（３）障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること 

本項目の指導の留意事項 

障害による学習上又は生活上の困難を理解し、それを改善・克服する意欲の向上を図る方法は、障害

の状態により様々であるが、指導を行うに当たっては、児童生徒の心理状態を把握した上で指導内容・

方法を工夫することが必要である。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

筋ジス 

トロフ 

ィー 

 

・小学部低学年のころ

は歩行が可能である

が、年齢が上がるに

つれて歩行が困難に

なり、その後、車いす

又は電動車いすの利

用や酸素吸入などが

必要となることが多

い。 

・同じ病棟内の友達の

病気の進行を見てい

ることから将来の自

分の病状についても

認識している場合が

ある。 

○卒業後も視野に入れながら学習や運動に

おいて打ち込むことができることを見つ

け、それに取り組むことにより、生きがい

を感じることができるよう工夫し、少し

でも困難を改善・克服しようとする意欲

の向上を図る指導が大切。 

 

 

 

肢体 

不自由 

・移動が困難な場合。 

 

○手段を工夫し実際に自分の力で移動がで

きるようになるなど、障害に伴う困難を

自ら改善し得たという成就感がもてるよ

うな指導を行うことが大切。 

 

 

【２心理的な安定】 

【４環境の把握】 

【３人間関係の形成】 
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肢体 

不自由 

・障害の状態が重度の

ため、心理的な安定

を図ることが困難な

場合。 

○寝返りや腕の上げ下げなど、運動・動作を

できるだけ自分で制御するような指導を

行うことが、自己を確立し、障害による学

習上又は生活上の困難を改善・克服する

意欲を育てることにつながる。 

 

 ・障害に起因して心理

的な安定を図ること

が困難な状態にある

児童生徒。 

 

○同じ障害のある者同士の自然なかかわり

を大切にし、社会で活躍している先輩の

生き方や考え方を参考にできるようにし

て、心理的な安定を図り、障害による困難

な状態を改善・克服して積極的に行動し

ようとする態度を育てることが大切。 

 

聴覚 

障害 

・人とのコミュニケー

ションを円滑に行う

ことができなかった

り、音声のみの指示

や発語を理解するこ

とができなかったり

するため、学習場面

や生活場面におい

て、人とかかわるこ

とや新しい体験をす

ることに対して、消

極的になってしまう

ことがある。 

◇自分自身の聞こえにくさによって、人と

かかわる際にどのような困難さが生じる

のかや新しい体験をする際にどのように

行動したり、周囲に働きかけたりすると

よいのかを考えたり、体験したりするこ

とを通して、積極的に問題解決に向かう

意欲を育てることが重要。 

障害による学習上又

は生活上の困難を改

善・克服する意欲の

向上を図るために

は、 

 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

知的 

障害 

・コミュニケーション

が苦手で、人と関わ

ることに消極的にな

ったり、受け身的な

態度になったりする

ことがある。 

◇要因としては、音声言語が不明瞭だった

り、相手の言葉が理解できなかったりす

ることに加えて、失敗経験から人と関わ

ることに自信がもてなかったり、周囲の

人への依存心が強かったりすることなど

が考えられる。 

◇まずは、自分の考えや要求が伝わったり、

相手の意図を受け止めたりする双方向の

コミュニケーションが成立する成功体験

を積み重ね、自ら積極的に人と関わろう

とする意欲を育てることが大切。その上

で、言語の表出に関することやコミュニ

ケーション手段の選択と活用に関するこ

となどの指導をすることが大切。 

主体的に学習上又は

生活上の困難を改

善・克服しようとす

る意欲の向上を図る

ためには、 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

 

 

【４環境の把握】 

【６コミュニケーション】 

【１健康の保持】 

【４環境の把握】 

【６コミュニケーション】 
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 特別支援教育の対象とされる障がいは下記のように、それぞれ規定されています。 

学校・学級 障がい種 

特別支援学校 視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、病弱（身体虚弱を含む） 

小
・
中
学
校 

特別支援学級 知的障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱、弱視、難聴、言語障害、自

閉症・情緒障害 

通常の学級 

（通級による指導） 

言語障害、自閉症、情緒障害、弱視、難聴、学習障害、注意欠陥多動

性障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱 

 また、福祉の視点からみると、下記のように規定されています。 

【障害者総合支援法の対象となる「障害者」】  

１ 身体障害者福祉法第４条に規定する身体障害者 

２ 知的障害者福祉法にいう知的障害者 

３ 精神保健福祉法第５条に規定する精神障害者 

（発達障害者支援法第２条第２項に規定する発達障害者を含む） 

４ 治療法が確定していない疾病その他の厚生労働大臣が定める特殊の疾病により継続的に 

日常生活または社会生活に相当な制限を受ける者 
＊これらに該当する 18 歳未満の者は「障害児」として区分される。（児童福祉法第４条第２項） 

身体障害者福祉法第４条では、「この法律において、『身体障害者』とは、別表に掲げる身体上の障

害がある十八歳以上の者であって、都道府県知事から身体障害者手帳の交付を受けたものをいう。」

とされています。ここでいう「身体上の障害」とは、下記の通りです。 

①視覚障害 

②聴覚又平衡機能の障害 

③音声機能、言語機能又はそしゃく機能の障害 

④肢体不自由 

⑤心臓、じん臓若しくは呼吸器又はぼうこう若しくは直腸、小腸、ヒト免疫不全ウイルスによる 

免疫若しくは肝臓の機能の障害 

 また、「④肢体不自由」には、上肢、下肢、体幹、乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機

能障害（上肢機能、移動機能）があります。 

 以上のように、「肢体不自由」といっても障がいの部位や程度、障がいの原因となった疾病も様々

であることが分かります。肢体不自由のある児童生徒の教育に当たっては、障がい名や疾病名だけ 

でなく、一人一人の障がいによる困難さに目を向けて、指導や支援を行っていくことが大切です。 

 

 

 

 

 

コラム 障がいとは 
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（１）他者とのかかわりの基礎に関すること 

本項目の指導の留意事項 

 人に対する基本的な信頼感は、乳幼児期の親子の愛着関係の形成を通してはぐくまれ、成長に伴い

様々な人との相互作用を通して対象を広げていく。障害のある児童生徒は、障害による様々な要因か

ら、基本的な信頼感の形成が難しい場合がある。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

重度の 

障害 

・人に対する認識がま

だ十分に育っておら

ず、他者からの働き

掛けに反応が乏しい

場合。 

○抱いて揺さぶるなど児童生徒が好むかか

わりを繰り返し行って、かかわる者の存

在に気付くことができるようにすること

が必要。 

○身近な人と親密な関係を築き、その人と

の信頼関係を基盤としながら、周囲の人

とのやりとりを広げていくようにするこ

とが大切。 

 

視覚 

障害 

・相手の顔が見えない、

あるいは見えにくい

ために、他者とのか

かわりが消極的、受

動的になってしまう

傾向が見られる。 

◇だれかが話し掛けてきた場面では、自分

の顔を相手の声が聞こえてくる方向に向

けるようにしたり、相手との距離を意識

して声の大きさを調整したりするなどの

コミュニケーションを図るための基本的

な指導を行うことが大切。 

◇その場の状況の変化が分からない場合

は、必要に応じて、友達や周りにいる人に

問いかけるなど、積極的に他者とかかわ

ろうとする態度や習慣を養うように指導

することが大切。 

他者との積極的なや

りとりを促すために

は、 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

 

（２）他者の意図や感情の理解に関すること 

本項目の指導の留意事項 

 他者の意図や感情を理解する力は、多くの人々とのかかわりや様々な経験を通して次第に形成され

るものである。しかし、障害のある児童生徒の中には、単に経験を積むだけでは、相手の意図や感情を

捉えることが難しい者も見られる。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

視覚 

障害 

・相手の表情を視覚的

にとらえることが困

難であるために、相

手の意図や感情の変

化を読み取ることが

難しい。 

○聴覚的な手掛かりである相手の声の抑揚

や調子の変化などを聞き分けて、話し相

手の意図や感情を的確に把握するととも

に、その場に応じて適切に行動すること

ができる態度や習慣を養うように指導す

ることが大切。 

 

【３人間関係の形成】  

【２心理的な安定】 

【６コミュニケーション】 

『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部） 
（平成30年４月）』pp.67-72を基に作成 
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聴覚 

障害 

・聴覚的な情報を入手

しにくいことから、

視覚的な手掛かりだ

けで判断したり、会

話による情報把握が

円滑でないため自己

中心的にとらえられ

たりしやすいことが

ある。 

◇本当は嫌な気持ちを抱いていても、場面

によっては、笑い顔になってしまうこと

もある。そのようなときに、聴覚障害のあ

る児童生徒が、笑っているという表情だ

けから相手が喜んでいると受け止めてし

まうと、相手の感情に応じて適切に行動

できないことがある。 

◇会話による補完が十分にできないため目

の前の状況だけで判断しがちなことがあ

るが、そこに至るまでの状況の推移につ

いても振り返りながら、順序立てて考え

るなど、出来事の流れに基づいて総合的

に判断する経験を積ませることも必要。

その際には、聴覚活用や読話等の多様な

コミュニケーション手段を場面や相手に

応じて適切に選択し、的確に会話の内容

を把握することも必要になる。 

相手の感情や真意を

理解できるようにす

るためには、 

 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

 

 

（３）自己の理解と行動の調整に関すること 

本項目の指導の留意事項 

自己に対する知識やイメージは、様々な経験や他者との比較を通じて形成されていく。障害のある児

童生徒は、障害による認知上の困難や経験の不足等から自己の理解が十分でない場合がある。また、経

験が少ないことや課題に取り組んでもできなかった経験などから、自己に肯定的な感情をもつことが

できない状態に陥っている場合がある。その結果、活動が消極的になったり、活動から逃避したりする

ことがあるので、早期から成就感を味わうことができるような活動を設定するとともに、自己を肯定的

に捉えられるように指導することが重要である。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

知的 

障害 

・過去の失敗経験等の

積み重ねにより、自

分に対する自信がも

てず、行動すること

をためらいがちにな

ることがある。 

○まず、本人が容易にできる活動を設定し、

成就感を味わうことができるようにし

て、徐々に自信を回復しながら、自己に肯

定的な感情を高めていくことが大切。 

 

肢体 

不自由 

・経験が乏しいことか

ら自分の能力を十分

理解できていないこ

とがある。 

○自分でできること、補助的な手段を活用

すればできること、他の人に依頼して援

助を受けることなどについて、実際の体

験を通して理解を促すことが必要。 

 

 

 

【６コミュニケーション】 

【２心理的な安定】 

【４環境の把握】 
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（４）集団への参加の基礎に関すること 

本項目の指導の留意事項 

見たり聞いたりして情報を得ることや、集団に参加するための手順やきまりを理解することが難し

いことから、集団生活に適応できないことがある。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

視覚 

障害 

・目で見ればすぐに分

かるようなゲームの

ルールなどがとらえ

にくく、集団の中に

入っていけないこと

がある。 

○あらかじめ集団に参加するための手順や

きまり、必要な情報を得るための質問の

仕方などを指導して、積極的に参加でき

るようにする必要がある。 

 

聴覚 

障害 

・場面や相手によって

は、行われている会

話等の情報を的確に

把握できにくいこと

がある。そのために、

日常生活で必要とさ

れる様々なルールや

常識等の理解、ある

いはそれに基づいた

行動が困難な場合が

ある。 

○会話の背景を想像したり、実際の場面を

活用したりして、どのように行動すべき

か、また、相手はどのように受け止めるか

などについて、具体的なやりとりを通し

て指導することが大切。 
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（１）保有する感覚の活用に関すること 

障害、 

疾病等 

・状況 ○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

視覚 

障害 

 ○聴覚や触覚を活用し、弱視であれば、保有

する視覚を最大限に活用するとともに、

その他の感覚も十分に活用して、学習や

日常生活に必要な情報を収集するための

指導を行うことが重要。 

○ある目的地に行くための歩行指導におい

て、目的地の途中にあるパン屋のにおい

が自分の位置を判断する手掛かりになっ

たり、理科の実験において、化学変化の様

子がにおいの変化で分かったりすること

もある。においも学習や日常生活に必要

な情報となるので、様々なにおいを体験

したり、知っているにおいを言葉で表現

したりできるように、様々な機会に指導

することが大切。 

 

聴覚 

障害 

 ○補聴器等の装用により、保有する聴力を

十分に活用していくための指導が必要。 

○場所や場面に応じて、磁気ループを用い

た集団補聴システム、ＦＭ電波や赤外線

を用いた集団補聴システム又はＦＭ補聴

器等の機器の特徴に応じた活用ができる

ようにすることが大切。 

 

肢体 

不自由 

・運動・動作に伴う筋の

収縮・伸張、関節の屈

曲・伸展などに制限

や偏りがあり、自分

自身の体位や動きを

把握し、調整するこ

とに困難さが見られ

る。 

○自分自身の体位や動きについて、視覚的

なイメージを提示したり、分かりやすい

言葉で伝えたりして、自分の身体を正し

く調整することができる力を身に付ける

ことが大切。 

 

 

 

 

 

【４環境の把握】  『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部） 
（平成30年４月）』pp.72-83を基に作成 

 

参照 
感覚 

p.13 
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障害が 

重度で 

重複し 

ている 

 ○視覚、聴覚、触覚と併せて、姿勢の変化や

筋、関節の動きなどを感じ取る固有覚や前

庭覚を活用できるようにすることも考慮

する。 

○それらを個々の感覚ごとにとらえるだけ

でなく、相互に関連付けてとらえることが

重要。例えば、玩具を手に持って目の前で

振っている状態は、玩具の色や形を視覚

で、かたさやなめらかさを触覚で感じてい

るほか、よく見ようとして姿勢を変化さ

せ、玩具を握ったり振ったりするために、

筋や関節を絶えず調整しているととらえ

ることができる。つまり、様々な感覚を関

連させながら運動・動作を行っているので

ある。したがって、個々の感覚の状態とそ

の活用の仕方を的確に把握した上で、保有

する感覚で受け止めやすいように情報の

提示の仕方を工夫することが大切。 

q 

・視覚や聴覚への働き

掛けに対して明確な

応答が見られない場

合。 

 

◇教師が抱きかかえて揺らしてみると笑顔

が見られることがある。これは、スキンシ

ップによる触覚や揺れの感覚が、快の感情

をもたらしているものと考えられる。そう

した働き掛けに加えて、玩具を見せたり言

葉掛けをしたりするなど視覚や聴覚の活

用を促すことも大切。 

◇適度な揺さぶりの中で視覚や聴覚に対す

る働き掛けも心地よく受け止められるよ

うになったら、目の前に音の出る玩具など

を示し、音を聞きながら目で玩具を追った

り、音の方に顔を向けて玩具を見つめたり

できるように働き掛けを発展させていく。 

◇次のステップでは、その玩具に手を触れさ

せて、自分の手を動かして音を出したり、

音の出る玩具を目で見つめて手を伸ばし

て取ったりという動作を誘発させていく。 

◇細かなステップを追って、視覚と聴覚を協

調させたり、視覚と手の運動を協調させた

りする指導が求められる。 

保有する感覚の活用

を促すためには、 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

 

【５身体の動き】 

【６コミュニケーション】 

参照

固有覚 

前庭覚 

p.13、p.71 
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（２）感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること 

本項目の指導の留意事項 

 障害のある児童生徒の場合、視覚、聴覚、触覚、嗅覚、固有覚、前庭覚等を通してとらえた情報を適

切に理解することが困難であったり、特定の音や光に敏感に反応したりする場合がある。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

視覚 

障害 

・障害の特性により屋

外だけでなく屋内に

おいても蛍光灯など

にまぶしさを強く感

じることがある。 

○遮光眼鏡を装用するよう指導するととも

に、その習慣化を図ることが大切。 

○室内における見えやすい明るさを必要に

応じて他者に伝えたり、カーテンで明る

さを調整したりできるように指導するこ

とが大切。 

 

脳性 

疾患 

・個々の認知の特性に

より、言葉や数の学

習で困難を示すこと

がある。 

 

○認知面において不得意なことがある一方

で得意な方法をもっていることも多い。

例えば、聴覚からの情報は理解しにくく

ても、視覚からの情報は優れている場合

がある。 

○児童生徒一人一人の認知の特性に応じた

指導方法を工夫し、不得意なことを少し

ずつ改善できるよう指導するとともに、

得意な方法を積極的に活用するよう指導

することも大切。 

 

脳性 

まひ 

・文字や図形を正しく

とらえることが困難

な場合。 

◇数多く書かれてある文字や図形の中から

一つの文字や図形に注目することや、文字

や図形を構成する線や角度の関係を理解

することが難しい場合、一つの文字や図形

だけを取り出して輪郭を協調して見やす

くしたり、文字の部首や図形の特徴を話し

言葉で説明したりすることが効果的。 

これらの指導におい

ては、 

 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

・上肢にまひがあり、文

字や図形を書くこと

が難しい場合。 

◇コンピュータ等を活用して書くことを補

助することによって、学習を効果的に進め

ることができる。また、学習活動を通じて、

例えば文字の部首や図形の特徴について

は、話し言葉で聞いた方が理解しやすいと

いうような自分の得意な学習のスタイル

を知り、自ら使えるように指導する。 

 

 

【３人間関係の形成】 

【５身体の動き】 

【２心理的な安定】 

参照 
認知 

p.13 
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脳性 

まひ 

・体の動かし方にぎこ

ちなさがある場合。

リコーダーを吹くな

どの指先を細かく動

かす活動や、水泳な

どの全身を協調して

動かす運動を苦手と

することがある。 

◇要因としては、固有覚や前庭覚の発達の

段階等によるものが考えられる。 

◇個々の児童生徒の発達の段階を把握した

上で、現在できている動作がより確実に

できるように取り組むとともに、指や身

体を、一つ一つ確かめながらゆっくり動

かすようにするなど、発達の段階に見合

った運動から行うようにする。 

◇固有覚や前庭覚の発達を促す指導におい

ては、児童生徒に「できた」という経験と

自信をもてるようにし、自己を肯定的に

とらえることができるようにする。 

 

 

（３）感覚の補助及び代行手段の活用に関すること 

本項目の指導の留意事項 

 個々の児童生徒の障害の状態や発達の段階、興味・関心等に応じて、将来の社会生活等に結び付くよ

うに補助及び代行手段の適切な活用に努めることが大切である。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

視覚 

障害 

・小さな文字など細か

なものや遠くのもの

を読み取ることが難

しいことがある。 

○遠用・近用などの各種の弱視レンズや拡

大読書器などの視覚補助具、タブレット

型端末などを効果的に活用できるように

指導することが大切。 

○明るさの変化を音の変化に変える感光器

のように視覚以外の感覚で確認できる機

器を必要に応じて活用できるように指導

することも大切。 

 

聴覚 

障害 

・補聴器や人工内耳を

装用していても、音

や他者の話を完全に

聞き取れるわけでは

ない。 

 

○聴覚活用に加えて、視覚を通した情報の

収集が考えられる。視覚を活用した情報

収集の方法としては、手話や指文字、キュ

ード・スピーチ（話し言葉の音韻を五つの

母音口形と子音を手指で表す記号（キュ

ー）との組み合わせで表現する方法又は

キューサインなど）、口形、読話（相手の

口形や表情を基にして理解する方法）な

どがあり、それぞれの特徴や機能を理解

していくことが重要である。その上で、児

童生徒が個々の障害の状態に応じて、聴

覚以外の感覚を適切に活用できる力を養

うことが大切。 
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弱視 

・遠くの文字が見えに

くかったり、本など

を読むのに時間がか

かったりする場合。 

◇遠用・近用などの各種の弱視レンズなど

を使いこなすための指導を行うことが大

切。例えば、動いているバスの行き先表示

や時刻表、街頭の標識などの方向に素早

くレンズを向け、細かなピント合わせを

するよう発達の段階に応じて指導した

り、表やグラフの読み取りのため、ルーペ

を速く正確に動かして数値などを把握す

る指導をしたりする必要がある。これら

の指導は、緻密な作業を円滑に遂行する

能力を高める指導と関連付けて行うこと

が大切。 

◇思春期になると周囲の人から見られるこ

とを気にして弱視レンズの使用をためら

うことがある。そこで、低学年から各種の

弱視レンズなどを使ってよく見える体験

を繰り返すとともに、障害への理解を図

り、障害による困難な状態を改善・克服す

る意欲を喚起する指導を行うことが大

切。 

保有する視覚を用い

て各種の弱視レンズ

などを活用したり、

他の感覚や機器で代

行したりするために

は、 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

 

（４）感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動に関すること 

本項目の指導の留意事項 

 視覚、聴覚、触覚などの保有するいろいろな感覚やその補助及び代行手段を総合的に活用して、周囲

の状況を把握できるようにすることが大切である。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

聴覚 

障害 

・補聴器等を通して得

られた情報だけで

は、周囲の状況やそ

の変化を十分に把握

することが困難な場

合。 

○補聴器の活用の仕方によって、音の方向

のとらえ方に違いが生じることもある。

そこで、身の回りの音を聞き取り、様子や

言葉を理解する場合には、視覚や嗅覚な

どの感覚も総合的に活用する指導が必

要。 

○情報を的確に収集するとともに、様々な

感覚をいかに活用するかについても考え

させることが大切。 

 

 

 

【５身体の動き】 

【２心理的な安定】 
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知的 

障害 

・自分の身体に対する

意識や概念が十分に

育っていないため、

ものや人にぶつかっ

たり、簡単な動作を

まねすることが難し

かったりすることが

ある。 

○粗大運動や微細運動を通して、全身及び

身体の各部位を意識して動かしたり、身

体の各部位の名称やその位置などを言葉

で理解したりするなど、自分の身体に対

する意識を高めながら、自分の身体が基

点となって位置、方向、遠近の概念の形成

につなげられるように指導することが大

切。 

 

肢体 

不自由 

・動く対象物に手を伸

ばしてそれをつかむ

などといった目と手

を協応させた活動が

難しい場合。 

◇要因として、興味をもって見る対象が限

られていることや、頭部が安定せずに対

象を一定時間見続けることができないこ

とが考えられる。 

◇頭部を安定させるための補助具を活用し

たり、前腕で上体を支えやすくする姿勢

の保持を工夫したりするなどして、目の

前に置かれた興味のある玩具を注視した

り、ゆっくり動く教材などを追視したり

する力を高めていくことが大切。 

◇見ていた対象物に手を伸ばして、倒した

り転がしたりするなかで、物を操作する

経験を重ね、目で手の動きを追うような

力をつけていくことも必要。 

保有している感覚を

活用して周囲の状況

を把握していくため

には、 

 

の他の項目、 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

 

（５）認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

肢体 

不自由 

・身体の動きの制限によ

り、上下、前後、左右、

遠近等の概念の形成が

十分図られず、空間に

おける自分と対象の位

置関係を理解すること

が困難な場合。 

○自分の身体の各部位を確認するような

活動を通して、自分の身体に対する意識

を明確にするとともに、行動の基準を言

葉で確認しながら、空間概念の形成を図

ること。 

 

 

 

 

 

【５身体の動き】 

【４環境の把握】 

参照 
概念 

p.13 

参照 
認知や行動の手掛かりとなる概念 

p.13 
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肢体 

不自由 

・ものの機能や属性、形、

色、音を分類する基礎

的な概念の形成を図る

ことが難しい場合。 

◇要因としては、上肢機能や手指動作のぎ

こちなさの他に、見えにくさや聞こえに

くさなどを有していることが少なくな

いことが考えられる。 

◇児童生徒が手掛かりとしやすい情報の

提示方法を明らかにして、多くのものに

関わらせ、それぞれのものの特徴を把握

させることが大切。 

◇はじめて関わるものについては、教師が

その特徴を言語化して伝えることで予

測する力を育てることができる。例え

ば、言葉の理解が難しいものの、特定の

色を分類できる児童生徒の場合には、教

室から体育館までの経路の要所に特定

の色を提示して、それを手掛かりに体育

館まで一人で移動をすることが考えら

れる。 

基礎的な概念を形成

していくためには、 

 

の他の項目、 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

知的 

障害 

・概念を形成する過程

で、必要な視覚情報に

注目することが難しか

ったり、読み取りや理

解に時間がかかったり

することがある。 

○興味・関心のあることや生活上の場面を

取り上げ、実物や写真などを使って見た

り読んだり、理解したりすることで、確

実に概念の形成につなげていくように

指導することが大切。 

 

 

 

 

 

 「第１章（６）姿勢や身体の動き（p.14）」にもあるように、「姿勢」はあらゆる運動・動作の基礎

であり、肢体不自由のある児童生徒がより良い学校生活を送るために大切なポイントのひとつであ

るといえます。なぜ姿勢づくりが大切なのでしょうか？ 

 私たちは、ずっと同じ姿勢でいることはなく、姿勢変換を繰り返しています。しかし、肢体不自由

のある児童生徒は自分で身体を動かすことができなかったり、姿勢の崩れを自分で修正できなかっ

たりすることもあります。 

学習や遊び、食事など様々な場面において無理なく活動に取り組むことが

できるように、目的や活動に応じた姿勢づくりを行うことが大切です。そのた

めにも、児童生徒が今とることができている姿勢を失わないこと、とることが

できる姿勢を増やしていくことが重要です。 

 

コラム 姿勢づくり 

【５身体の動き】 

【４環境の把握】 

【６コミュニケーション】 
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（１）姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること 

本項目の指導の留意事項 

 必要に応じて医師等の専門家との十分な連携を図ることが大切である。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

肢体 

不自由 

 

・基本動作が未習得で

あったり、間違って

身に付けてしまった

りしているために、

生活動作や作業動作

を十分に行うことが

できない場合。 

○個々の児童生徒の運動・動作の状態に即

した指導を行うことが大切。例えば、全身

又は身体各部位の筋緊張が強すぎる場

合、その緊張を弛めたり、弱すぎる場合に

は、適度な緊張状態をつくりだしたりす

ることができるような指導が必要。 

 

筋ジス 

トロフ 

ィー 

 ○関節拘縮や変形予防のための筋力の維持

を図る適度な運動が必要。 

 

知的 

障害 

・知的発達の程度に比

較して、身体の部位

を適切に動かした

り、指示を聞いて姿

勢を変えたりするこ

とが困難。 

○より基本的な動きの指導から始め、徐々

に複雑な動きを指導することが考えられ

る。次第に、目的の動きに近づけていくこ

とにより、必要な運動・動作が児童生徒に

確実に身に付くよう指導することが重

要。 

 

視覚 

障害 

・身体の動き等を模倣

することを通して基

本的な運動・動作を

習得することが困難

であることが多い。 

○姿勢や身体の動きについて、教師の身体

や模型などに直接触らせて確認させた

後、児童生徒が自分の身体を実際に使っ

て、その姿勢や動きを繰り返し学習する

とともに、その都度教師が、口頭で説明し

たり、手を添えたりするなどして、正しい

姿勢の保持や運動・動作を習得すること

が大切。 

 

 

（２）姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること 

本項目の指導の留意事項 

 つえ、歩行器、車いす及び白杖等の活用に当たっては、必要に応じて専門の医師及びその他の専門家

の協力や助言を得ることが大切である。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

 ・補助用具を必要とす

る場合。 

 

○目的や用途に応じて適切な用具を選び、

十分に使いこなせるように指導する必要

がある。 

 

【５身体の動き】  『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部） 
（平成30年４月）』pp.83-91を基に作成 

 

参照 
姿勢 

p.14 

参照 
基本動作 

p.14 
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・補助用具を必要とす

る場合。 

 

○発達の段階を考慮しながら、補助用具の

セッティングや収納の仕方を身に付けた

り、自分に合うように補助用具を調整し

たりすることを指導することも大切。 

 ・車いすの使用が度重

なることにより、立

位を保持する能力の

低下を来す場合。 

 

○補助用具の使用の仕方を工夫し、児童生

徒の身体の動きの維持や習得を妨げない

ように十分留意する。 

○つえ、歩行器、車いす及び白状等の活用に

当たっては、必要に応じて専門の医師及

びその他の専門家の協力や助言を得るこ

とが大切。 

 

障害が 

重度で 

重複し 

ている 

 

・自分で自由に姿勢を

変えたり、座位や立

位を保持したりする

ことが困難なことが

多い。 

 

◇横になったままの状態が続くことは、筋

や骨格、内臓等の発達の上でも望ましく

ないことから、補助用具を活用するなど

していろいろな姿勢をとることが大切。 

◇座位をとることが可能ならば、骨盤を安

定させるための装置や体幹を支えるため

のベルトなどが付いたいすを活用すると

効果的である。しかし、単にいすを用意し

てベルト等を装着するだけでよいわけで

はなく、頭を上げる、背筋を伸ばすなど自

分の身体を操作して座位を保つことを指

導しなければならない。また、身体を起こ

した状態を維持するためには、積極的に

見ようとしたり触ろうとしたりすること

が必要。児童生徒が視覚や触覚などを積

極的に活用するように、教材・教具や環境

の設定を工夫することが大切。 

いろいろな姿勢を保

持するために補助用

具を活用するために

は、 

 

の他の項目、 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

（３）日常生活に必要な基本動作に関すること 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

 ・運動・動作が極めて困

難で、日常生活に必

要な基本動作のほと

んどを援助に頼って

いる場合が多い。 

○援助を受けやすい姿勢や手足の動かし方

を身に付けることを目標として、指導を

行うことが必要。 

 

 

 

【５身体の動き】 

【４環境の把握】 

参照 
日常生活の諸動作の基礎 

p.14 
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知的 

障害 

・知的発達の程度等に

比較して、衣服の着

脱におけるボタンの

着脱やはさみなどの

道具の操作などが難

しいことがある。 

◇要因としては、目と手指の協応動作の困

難さや巧緻性、持続性の困難さなどの他、

認知面及び運動面の課題、あるいは日常

生活場面等における経験不足などが考え

られる。このような場合には、児童生徒が

意欲的に活動に取り組み、道具等の使用

に慣れていけるよう、興味や関心がもて

る内容や課題を工夫し、使いやすい適切

な道具や素材に配慮することが大切。 

◇課題の難易度を考慮しながら、例えば、衣

服の着脱では、ボタンはめの前にボタン

外しから取り組むことや、ボタンや穴の

大きさを徐々に小さくすること、はさみ

を使用する際には、切る長さを徐々に長

くしたり、直線から曲線など切る形を変

えたりすることなどの日常生活に必要な

基本動作を指導していくことが大切。 

衣服の着脱における

ボタンはめなどや、

はさみなどの道具を

円滑に操作するため

に 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

 

（４）身体の移動能力に関すること 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

視覚 

障害 

 ○発達の段階に応じて、伝い歩きやガイド

歩行、基本的な白杖の操作技術、他者に援

助を依頼する方法などを身に付けて安全

に目的地まで行けるように指導すること

が重要。 

○弱視の児童生徒の場合は、白杖を用いた

歩行の際に、保有する視覚を十分に活用

したり、視覚補助具を適切に使ったりで

きる力を付けることも必要。 

 

 ・筋力が弱く、歩行に必

要な緊張が得られな

い場合。 

○歩行器を用いた歩行を目標に掲げて指導

を行ったり、歩行が困難な場合には、車い

すによる移動を目標に掲げたりするな

ど、日常生活に役立つ移動能力を習得す

るよう指導する必要がある。 

 

 

 

 

【４環境の把握】 

参照 
移動 

p.14 
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 ・運動・動作が極めて困

難な場合。 

 

○寝返りや腹這いによる移動だけでなく、

それらも含めた基本動作のすべての改善

及び習得を目指す必要がある。したがっ

て、姿勢保持や上下肢の基本動作などの

指導経過を踏まえて児童生徒に適した移

動の方法を選択することが大切。 

○寝返りや腹這いができなくても、姿勢を

保持することができるようならば、移動

を補助する手段の活用が考えられる。 

○障害の状態や発達の段階によっては、学

校外での移動や、交通機関の利用の際に、

一人での移動が困難な場合もある。社会

的な場面における移動能力を総合的に把

握し、実際の場面で有効に生かされるよ

う指導することが大切。例えば、駅など危

険が予想される場所を歩く場合に、ため

らわずに駅員や周囲の人に援助を依頼す

ることなど、安全が確保できる方法を十

分に理解し、身に付けておくことが重要。 

 

肢体 

不自由 

 

 ◇車いすを利用して外出する場合、車いす

の操作に慣れるとともに、目的地まで車

いすを操作し続けるための体力がなけれ

ばならない。 

◇目的地までの距離や段差の状況などを調

べ、自分の車いすを操作する力を考慮し

て一人で行けるかどうかを判断し、一人

で行くことが難しい場合には、援助者を

探して依頼することが必要となる。また、

実際に外出した際には、途中で通行人に

道を尋ねたり、路上にある障害物を取り

除いてもらったりすることも考えられ

る。そのため、周囲にいる人に質問をした

り、依頼をしたりするコミュニケーショ

ンについても習熟しておくことが大切。 

目的地まで一人で移

動できるようにする

ためには、 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

 

 

 

 

 

【４環境の把握】 

【６コミュニケーション】 
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（５）作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること 

本項目の指導の留意事項 

 作業に必要な基本動作を習得するためには、姿勢保持と上肢の基本動作の習得が前提として必要で

ある。つまり、自分一人で、あるいは補助的手段を活用して座位保持ができ、机上で上肢を曲げたり伸

ばしたり、ものを握ったり放したりするなどの動作ができなければならない。 

 また、作業を円滑に遂行する能力を高めるためには、両手の協応や目と手の協応の上に、正確さや速

さ、持続性などの向上が必要である。さらに、その正確さと速さを維持し、条件が変わっても持続して

作業を行うことができるようにする必要がある。 

 障害の状態によっては、身体の動きの面で、関係する教科等の学習との関連を図り、作業に必要な基

本動作の習得や巧緻性、敏捷性の向上を図るとともに、目と手の協応した動き、姿勢や作業の持続性な

どについて、自己調整できるよう指導することが大切である。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

肢体 

不自由 

・左右を協調させた上

肢操作のぎこちなさ

のため、ひもをつま

んだり、交差させた

りしてひもを結ぶこ

とが困難。 

○指の曲げ伸ばしをしたり、指を対向させ

たりするような物を介さない基本的な動

きを取り入れるとともに、必要に応じて

片方のひもを押さえておく補助具を活用

することが有効。 

 

知的 

障害 

・粗大な運動・動作には

問題は見られないも

のの、細かい手先を

使った作業の遂行が

難しかったり、その

持続が難しかったり

することがある。 

◇要因としては、自分の身体の各部位への

意識が十分に高まっていないことや、両

手や目と手の協応動作の困難さ、巧緻性

や持続性の困難さなど、認知面及び運動・

動作面の課題、あるいは日常生活場面等

における経験不足などが考えられる。ま

た、見通しがもちにくいことから持続す

るのが難しいことも考えられる。 

◇手遊びやビーズなどを仕分ける活動、ひ

もにビーズを通す活動など、児童生徒が

両手や目と手の協応動作などができるよ

うに指導することが大切。その際、単に訓

練的な活動とならないよう、児童生徒が、

興味や関心のもてる内容や課題を工夫

し、楽しんで取り組めるようにしたり、も

のづくりをとおして、他者から認められ、

達成感が得られるようにしたりするな

ど、意欲的に取り組めるようにすること

が大切。 

細かい手先を使った

作業を遂行するため

には、 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

 

【４環境の把握】 
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「第１章（５）感覚と認知について（p.13）」にもあるように、私たちは身体の内外からの刺激を

様々な感覚器官を通して捉えています。 

「五感」と言われる「視覚」、「聴覚」、「嗅覚」、「味覚」、「触覚」は自分で意識しやすい感覚です。

一方、自分であまり意識せずに使っている感覚に「固有覚」「前庭覚」があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脳が内外からのたくさんの刺激を有効に利用できるように、

能率的に組み合わせることを「感覚統合」といいます。感覚統合

は、発達の重要な基礎であり、子ども時代の日常生活の遊びや生

活の中で完成されていきます。しかし、子どもによっては感覚統

合がうまくいかない場合があり、生活上にも困難さが生じやす

くなるとされています。 

 

7 

 

 

 

                                                      
7 躯幹（くかん）：頭と手足を除いた胴体部分 

コラム 感覚統合 

視覚 

味覚 

聴覚 

嗅覚 

五感 

触覚 

固有覚 

前庭覚 

三つの感覚 

 身体各部の筋肉、腱、あるいは関節

にある感覚受容器からの入力で、自分

の中心と身体の他の各部分との関係

を教える感覚。身体の中心（ここでは

頭部）に対して、躯幹 7、手足がどうい

う位置関係にあり、どのような動きを

しているのかを知らせる。 

内耳の前庭にあり、環境と自分の関係

を教える感覚。重力と動きから、今傾い

ているのか、まっすぐなのか、停止して

いるのか、動き出しているのか、止まり

つつあるのか、登っているのか、落下し

ているのかなどを知らせる。平衡感覚と

も言われる。 

 自覚しやすい感覚だが、一部は自覚しにくい。実

際に触れて感じる「識別系」の機能、無意識に使っ

ている本能的な「原始系」の機能がある。 

「原始系」は対象物が自分にとって有害なもの

かどうかを瞬時に判断し、防衛行動や闘争行動、取

り込み行動のいずれかのスイッチを入れる。 

「識別系」「原始系」の２つのバランスが大事。 
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（１）コミュニケーションの基礎的能力に関すること 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

障害が 

重度で 

重複し 

ている 

 ○話し言葉によるコミュニケーションにこ

だわらず、本人にとって可能な手段を講

じて、より円滑なコミュニケーションを

図る必要がある。周囲の者は、児童生徒の

表情や身振り、しぐさなどを細かく観察

することにより、その意図を理解する必

要がある。したがって、まずは双方向のコ

ミュニケーションが成立することを目指

して、それに必要な基礎的能力を育てる

ことが大切。これらのことは、いわばコミ

ュニケーションの発達における初期の活

動を高める事柄であって、認知の発達、言

語概念の形成、社会性の育成及び意欲の

向上と関連していることに留意する必要

がある。 

 

言語 

発達に 

遅れが 

ある 

 

・語彙が少ないため自

分の考えや気持ちを

的確に言葉にできな

いことや相手の質問

に答えられないこと

などがある。 

○児童生徒の興味・関心に応じた教材を活

用し、語彙を増やしたり、ことばのやりと

りを楽しんだりすることが必要。 

○言語による直接的な指導以外に、絵画や

造形活動、ごっこ遊びや模倣を通して、や

りとりの楽しさを知り、コミュニケーシ

ョンの基礎を作ることが大切。 

 

知的 

障害 

・自分の気持ちや要求

を適切に相手に伝え

られなかったり、相

手の意図が理解でき

なかったりしてコミ

ュニケーションが成

立しにくい。 

○自分の気持ちを表した絵カードを使った

り、簡単なジェスチャーを交えたりする

など、要求を伝える手段を広げるととも

に、人とのやりとりや人と協力して遂行

するゲームなどをしたりするなど、認知

発達や社会性の育成を促す学習などを通

して、自分の意図を伝えたり、相手の意図

を理解したりして適切なかかわりができ

るように指導することが大切。 

 

 

 

【６コミュニケーション】  『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・ 
中学部）（平成30年４月）』pp.92-102を基に作成 

 

参照 
コミュニケーション 

p.15 

参照 
基礎的能力を育てる 

p.15 
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知的 

障害 

・発声や身体の動きに

よって気持ちや要求

を表すことができる

が、発声や指さし、身

振りやしぐさなどを

コミュニケーション

手段として適切に活

用できないことがあ

る。 

◇児童生徒が欲しいものを要求する場面な

どで、ふさわしい身振りなどを指導した

り、発声を要求の表現となるよう意味付

けたりするなど、児童生徒が、様々な行動

をコミュニケーション手段として活用で

きるようにすることが大切。 

コミュニケーション

の基礎的能力に関す

る指導においては、 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

（２）言語の受容と表出に関すること 

本項目の指導の留意事項 

意思が相手に伝わるためには、伝える側が意思を表現する方法をもち、それを受け取る側もその方法

を身に付けておく必要がある。このように言語を受容したり、表出したりするための一般的な方法は音

声や文字であるが、児童生徒の障害の状態や発達の段階等に応じて、身振りや表情、指示、具体物の提

示等非言語的な方法を用いる必要がある場合もある。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

脳性 

まひ 

・言語障害を伴うこと

があるが、その多く

は意思の表出の困

難。 

・内言語や言葉の理解

には困難はないが、

話し言葉が不明瞭で

あったり短い言葉を

伝えるのに相当な時

間がかかったりする

ことがある。 

○発語機能の改善を図るとともに、文字の

使用や補助的手段の活用を検討して意思

の表出を促すことが大切。 

 

聴覚 

障害 

 ○言葉を受容する感覚として視覚と保有す

る聴覚とがある。しかし、言葉の意味は単

に視覚や聴覚による刺激を与えるだけで

獲得されるわけではない。言葉を構成し

ている音節や音韻の構造、あるいは文字

に関する知識等を用いながら、言葉が使

われている状況と一致させて、その意味

を相手に適切に伝えていくことが大切。 

 

 

【３人間関係の形成】 

【５身体の動き】 
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聴覚 

障害 

 ○意思の表出の手段の一つとして音声があ

るが、児童生徒の障害の状態によって、そ

の明瞭度は異なっている。したがって、こ

うしたことに配慮しつつ、音声だけでな

く身振りを状況に応じて活用し、さらに、

手話・指文字や文字等を活用して、児童生

徒が主体的に自分の意思を表出できるよ

うな機会を設けることが大切。 

 

 

（３）言語の形成と活用に関すること 

本項目の指導の留意事項 

コミュニケーションは、相手からの言葉や身振り、その方法による信号を受容し、それを具体的な事

物や現象と結び付けて理解することによって始まる。したがって、言語の形成については、言語の受容

と併せて指導内容・方法を工夫することが必要である。その際には、語彙や文法体系の習得に努めると

ともに、それらを通して言語の概念の形成されることに留意する必要がある。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

障害の 

状態が 

重度 

・話し言葉を用いるこ

とができず、限られ

た音声しか出せない

ことが多い。 

○掛け声や擬音・擬声語等を遊びや学習、生

活の中に取り入れて、自発的な発声・発語

を促すようにすることも考えられる。 

○物語や絵本を身振りなどを交えて読み聞

かせることも大切。 

 

言語 

発達に 

遅れが 

ある 

・語彙が少ないため自

分の考えや気持ちを

的確に言葉にできな

いことや相手の質問

に的確に答えられな

いことなどがある。 

○児童生徒の興味・関心に応じた教材を活

用し、語彙を増やしたり、言葉のやりとり

を楽しんだりすることが必要。 

○言語による直接的な指導以外に、絵画や造

形活動、ごっこ遊びや模倣を通して、やり

とりや楽しさを知り、コミュニケーション

の基礎的能力に関する項目と関連付けて

具体的な指導内容を設定することが大切。 
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言葉の 

発達に 

遅れが 

ある 

・コミュニケーション

を円滑に行うことが

難しい。 

 

◇要因としては、話す、聞く等の言語機能に

発達の遅れや偏りがあるために、結果的

に乳幼児期のコミュニケーションが十分

に行われなかったことや言語環境が不十

分なことが考えられる。 

◇自立活動担当の教師との安心できる場で

言葉遊びを行ったり、作業や体験的な活

動を取り入れたりすることが大切。また、

語彙の習得や上位概念、属性、関連語等の

言語概念の形成には、生活体験を通して、

様々な事物を関連付けながら言語化を行

うことが大切。 

◇課題の設定を工夫して児童生徒に「でき

た」という経験と自信をもたせ、コミュニ

ケーションに対する意欲を高め、言葉を

生活の中で生かせるようにしていくこと

が大切。 

コミュニケーション

を通して適切な言語

概念の形成を図り、

体系的な言語を身に

付けるようにするた

めに、 

 

 

 

等の区分の項目の中

から選定し、関連付

けて具体的な指導を

考える。 

 

 

（４）コミュニケーション手段の選択と活用に関すること 

本項目の指導の留意事項 

音声言語の表出は困難であるが、文字言語の理解ができる児童生徒の場合、筆談で相手に自分の意思

を伝えたり、文字板、ボタンを押すと音声が出る機器、コンピュータ等を使って、自分の意思を表出し

たりすることができる。なお、音声言語による表出が難しく、しかも、上肢の運動・動作に困難が見ら

れる場合には、下肢や舌、顎の先端等でこれらの機器等を操作できるようにする工夫が必要である。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

知的 

障害 

・対人関係における緊

張や記憶の保持など

の困難さ、適切に意

思を伝えることが難

しい。 

○タブレット型端末に入れた写真や手順表

などの情報を手掛かりとすることや、音

声出力や文字・写真など、代替手段を選択

し活用したコミュニケーションができる

ようにしていくことが大切。 

 

肢体 

不自由 

・上肢操作の制限から、

文字を書いたりキー

ボードで入力したり

することが困難。 

○画面を一定時間見るために頭部を保持し

ながら、文字盤の中から自分が伝えたい

文字を見ることで入力のできるコンピュ

ータ等の情報機器を活用し、他者に伝え

る成功体験を重ねることが大切。 

 

 

 

【３人間関係の形成】 

【２心理的な安定】 

参照 
コミュニケーション手段 

p.15 
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進行性 

の病気 

・症状が進行して言葉

による表出が困難に

なる。 

○今後の進行状況を見極め、今までできて

いたことができなくなることによる自己

肯定感（自己を肯定的に捉える感情）の低

下への心のケアに留意するとともに、コ

ミュニケーション手段を本人と一緒に考

え、自己選択・自己決定の機会を確保しな

がらコミュニケーション手段を活用する

力を獲得していくことも大切。 

 

 

（５）状況に応じたコミュニケーションに関すること 

本項目の指導の留意事項 

障害による経験の不足などを踏まえ、相手や状況に応じて、適切なコミュニケーション手段を選択し

て伝えたりすることや、自分が受け止めた内容に誤りがないかどうかを確かめたりすることなど、主体

的にコミュニケーションの方法等を工夫することが必要である。こうしたことについては、実際の場面

を活用したり、場を再現したりするなどして、どのようなコミュニケーションが適切であるかについて

具体的に指導することが大切である。 

友達や目上の人との会話、会議や電話などにおいて、相手の立場や気持ち、状況などに応じて、適切

な言葉の使い方ができるようにしたり、コンピュータ等を活用してコミュニケーションができるよう

にしたりすることも大切である。 

障害、 

疾病等 
・状況 

○具体的な指導内容と留意点 

◇他の項目との関連例 
関連する他の項目 

   

 

 

 

 

 

肢体不自由のある児童生徒への指導に当たっては、p.6にあるように心理学的

側面からの支援も大切です。自分の障がいや障がいによる困難に気付き、受け止

めているか、できること・できないことへの認識をもっているか、できないこと 

に関して周囲に適切に援助を求めることができるかなどを丁寧に見取っていきましょう。 

また、事故や疾病の後遺症等で、中途の肢体不自由になった場合には、それ以前にできていたこと

ができなくなったり、行うのに非常に困難を伴ったりすることがあります。そのことによって生じる

喪失感や心理的ショックについて留意し、不安や怒り、苦悩などの感情に配慮した支援を行うことが

重要です。さらに、本人だけでなく保護者や家族全体を含めた支援も必要です。 

一方で、介助に慣れてしまい自分で行うことへの意欲が減退してしまったり、過去の失敗経験など

から自信を失ったり情緒が不安定になったりすることもあります。 

自立活動の内容【２心理的な安定】で示されているように、自分の気持ちや情

緒をコントロールして変化する状況に適切に対応すること、障がいによる学習

上又は生活上の困難を主体的に改善・克服することへの意欲の向上を図り、自己

のよさに気付くことに配慮して指導を行うことが大切です。 

コラム 心理的ケア 

※『自立活動編』では、この項目における肢体不自由に関する記載はありません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 

自立活動と各教科の関連 

～小学部を中心に～ 
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 自立活動の指導を行う際には、各教科等と関連した指導の工夫が必要となります。『特別支援学校幼稚

部教育要領 小学部・中学部学習指導要領（平成29年４月）』では、下記のように示されています。 

特別支援学校幼稚部教育要領 小学部・中学部学習指導要領（第７章第３の２の（５）） 

２ 個別の指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するものとする。 

（５）各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動の指導と密接な関連を

保つようにし、計画的、組織的に指導が行われるようにするものとする。 

 自立活動の個別の指導計画の作成に当たっては、各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習の時間及

び特別活動と自立活動の指導内容との関連を図り、両者が補い合って、効果的な指導が行われるように

することが大切です。各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動にはそれぞれの目

標がありますので、自立活動の具体的な指導内容との関連を図るよう工夫するなど、計画的、組織的に指

導が行われることが必要です。 

 肢体不自由のある児童生徒には、身体の動きの困難さだけでなく、認知特性による困難さ、体験的な活

動の不足などの困難さがあり、『特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）（平成 30

年）』では、肢体不自由特別支援学校に必要とされる指導上の配慮事項が以下のように示されています。 

 

 

１ 「思考力、判断力、表現力等」の育成 

 体験的な活動を通して言語概念等の形成を的確に図り、児童の障害の状態や発達の段階に応じた思考

力、判断力、表現力等の育成に努めること。 

児童生徒の

状態 

・肢体不自由のある児童生徒は、身体の動きに困難があることから、様々なことを体験

する機会が不足したまま、言葉や知識を習得していることが少なくない。そのため、

言葉を知っていても意味の理解が不十分であったり、概念が不確かなまま用語や数字

を使ったりすることがある。 

 

・脳性疾患等の児童生徒には、視覚的な情報や複数の情報の処理を苦手とするなどの認

知の特性により、知識の習得や言語、数量などの基礎的な概念の形成に偏りが生じて

いる場合がある。 

 

・知識や言語概念等の不確かさは、各教科の学びを深める活動全般に影響する。 

指導上の 

配慮事項 

・思考力等の育成の充実がより一層求められている。 

 

・各教科の指導に当たっては、具体物を見る、触れる、数えるなどの活動や、実物を観

察する、測る、施設等を利用するなどの体験的な活動を効果的に取り入れ、感じたこ

とや気付いたこと、特徴などを言語化し、言葉の意味付けや言語概念等の形成を的確

に図る学習が大切になる。 

 

・そのような学習を基盤にして知識や技能の着実な習得を図りながら、児童生徒の障害

の状態や発達の段階に応じた思考力、判断力、表現力等を育成し、学びを深めていく

ことが重要である。 

（１）指導上の配慮事項 

指導上の配慮事項 
『特別支援学校学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）（平成30年）』 
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２ 指導内容の設定等 

 児童の身体の動きの状態や認知の特性、各教科の内容の習得状況等を考慮して、指導内容を適切に設

定し、重点を置く事項に時間を多く配当するなど計画的に指導すること。 

指導上の 

配慮事項 

・児童生徒が身体の動きやコミュニケーションの状態等から学習に時間がかかること、

自立活動の時間があること、療育施設等において治療や機能訓練等を受ける場合があ

ることなどから、授業時間が制約されるため、指導内容を適切に設定することが求め

られる。 

 

・脳性疾患等の児童生徒にみられる認知の特性や学習内容の習得状況などを踏まえる必

要がある。 

 

・「重点を置く事項」には時間を多く配当する必要がある一方で、時間的制約の関係か

ら時間を多く配当できない事項も生じることを踏まえ、指導内容の取扱いに軽重をつ

け、計画的に指導することが大切である。 

 

・「重点を置く事項」とは、例えば、面積の学習で量概念の形成を図るため、立方体の積

み木を並べて長さ（連続量）を丹念に確認することや、説明文の学習で文の全体構成

を把握させるため、段落要旨や段落相互の関係を丁寧に確認することなど。 

 

・学習効果を高めるために必要な事項には、時間を多く配当して丁寧に指導し、別の事

項については必要最小限の時間で指導するなど配当時間の調整が必要となる。 

 

・各教科の目標と指導内容との関連を十分に研究し、各教科の内容の系統性や基礎的・

基本的な事項を確認した上で、重点の置き方、指導の順序、まとめ方、時間配分を工

夫して、指導の効果を高めるための指導計画を作成することが重要である。 

 

・様々な事情により授業時間が制約されることを理由にして、履修が可能である各教科

の内容であるにもかかわらず、取り扱わなくてよいとするような誤った解釈は避ける

こと。 
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３ 姿勢や認知の特性に応じた指導の工夫 

 児童の学習時の姿勢や認知の特性等に応じて、指導方法を工夫すること。 

児童生徒の

状態 

・脳性疾患等の児童生徒には、視覚的な情報や複合的な情報を処理することを苦手とし、

提示された文字や図の正確な把握、それらの書き写し、資料の読み取りなどに困難が

ある場合がある。 

指導上の 

配慮事項 

・効果的に学習をするためには、学習時の姿勢や認知の特性等に配慮して、指導方法を

工夫する必要がある。 

＜学習活動に応じて適切な姿勢を保持できるようにすること＞ 

・疲労しにくいだけでなく、身体の操作等も行いやすくなり、学習を効果的に進めるこ

とができる。例えば、文字を書く、定規やコンパスを用いる、粘土で作品を作るとき

などには、体幹が安定し上肢が自由に動かせることが大切である。 

 

・よい姿勢を保持することは、学習内容を理解する点からも重要である。例えば、上下、

前後、左右の方向や遠近等の概念は、自分の身体が基点となって形成されるものであ

るから、安定した姿勢を保つことにより、こうした概念を基礎とする学習内容の理解

が深まることになる。 

 

・学習活動に応じて適切な姿勢がとれるように、いすや机の位置及び高さなどを調整す

ることについて、児童生徒の意見を聞きながら工夫するとともに、児童生徒自らがよ

い姿勢を保つことに注意を向けるよう日ごろから指導することが大切である。 

 

＜認知の特性に応じて指導を工夫すること＞ 

・文字や図の特徴について言葉で説明を加えたり、読み取りやすい書体を用いたり、注

視すべき所を指示したりすることなどが考えられる。 

 

・地図や統計グラフのように多数の情報が盛り込まれている資料を用いる場合は、着目

させたい情報だけを取り出して指導した後、他の情報と関連付けたり比較したりする

など、指導の手順を工夫することなども考えられる。 

 

・児童生徒の認知の特性を把握し、各教科を通じて指導方法を工夫することが求められ

る。 

 

 

 

 

 

 



80 

 

４ 補助具や補助的手段、コンピュータ等の活用 

 児童の身体の動きや意思の表出の状態等に応じて、適切な補助具や補助的手段を工夫するとともに、

コンピュータ等の情報機器などを有効に活用し、指導の効果を高めるようにすること。 

指導上の 

配慮事項 

・身体の動きや意思の表出の状態等により、歩行や筆記などが困難な児童生徒や、話し

言葉が不自由な児童生徒などに対して、補助具や補助的手段を工夫するとともに、コ

ンピュータ等の情報機器などを有効に活用して指導の効果を高めることが必要であ

る。 

 

≪補助具の例≫ 

・歩行の困難な児童生徒については、つえ、車いす、歩行器など。 

・筆記等の動作が困難な児童生徒については、筆記用自助具や筆記等を代替するコンピ

ュータ等の情報機器及び児童生徒の身体の動きの状態に対応した入出力機器、滑り止

めシートなど。 

 

≪補助的手段の例≫ 

・身振り、コミュニケーションボードの活用など。 

 

・近年の情報通信ネットワークを含めた情報機器の進歩は目覚ましく、今後さらに学習

での様々な活用が想定されることから、情報機器に関する知見を広く収集し、学習へ

の効果的な活用の仕方を工夫することが求められる。 

 

・補助具や補助的手段の使用は、児童生徒の身体の動きや意思の表出の状態、またそれ

らの改善の見通しに基づいて慎重に判断し、自立活動の指導との関連を図りながら、

適切に活用することが大切である。 

 

・補助具や補助的手段の使用が、合理的配慮として認められる場合は、そのことを個別

の教育支援計画や個別の指導計画に明記するなどして、適切な学習環境を保障するこ

とが求められる。 
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５ 自立活動の時間における指導との関連 

 各教科の指導に当たっては、特に自立活動の時間における指導との密接な関連を保ち、学習効果を一

層高めるようにすること。 

児童生徒の

状態 

・身体の動きやコミュニケーションの状態、認知の特性等により、各教科の様々な学習

活動が困難になることが少なくないことから、それらの困難を改善・克服するように

指導することが必要であり、特に自立活動の時間における指導と密接な関連を図り、

学習効果を高めるよう配慮する。 

指導上の 

配慮事項 

・どの教科の指導においても自立活動の時間における指導と密接な関連を図る必要があ

ることから、「各教科の指導」で配慮を求めることとした。 

 

・学習効果を高めるためには、児童生徒一人一人の学習上の困難について、指導に当た

る教師間で共通理解を図り、一貫した指導を組織的に行う必要がある。 

 

・学習上の困難に対し、児童生徒自身が自分に合った改善・克服の仕方を身に付け、対

処できるように指導していくことも大切である。 

 

・各教科において、自立活動の時間における指導と密接な関連を図る場合においても、

児童生徒の身体の動きやコミュニケーション等の困難の改善に重点が置かれ過ぎる

ことによって、各教科の目標を逸脱してしまうことのないよう留意することが必要で

ある。 
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肢体不自由のある児童生徒の学習上の困難さを踏まえて教科指導を計画する際には、困難さの背景に

ある障がい特性をおさえておく必要があります。教科指導における肢体不自由のある児童生徒の障がい

特性については、＜姿勢や運動の困難さ＞、＜感覚や認知のもたらす困難さ＞、＜経験不足、有用な経験

のしにくさ＞の三つが挙げられます。ここからは、各教科の学習のための手立てと配慮について紹介し

ていきます。 

 

 

教科指導において、疲労せずに集中して取り組んだり、活動したりできるようにするためには、姿勢を

調整して体幹を保持したり、上肢を動かしやすくしたりすることが大切です。普段の移動に使用してい

る車椅子で学習するのか、児童椅子に座るのか、机は児童机で良いのかなど児童生徒の実態や身体に適

したものを使用するための検討が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教科指導のための手立てと配慮 

肢体不自由のある児童生徒の困難さ 

 

 

 

椅子 

 

 

 

机 

姿勢や運動の困難さ 

 
・手すりや高い背もたれが付いている。 
・椅子に座ることができるが、姿勢が崩れやすい児童

生徒向き。 

養護椅子  
・一人一人の身体に合わせて作られて
いる。背もたれ、座面、ベルト等で
姿勢を保持する。 

座位保持椅子 

 
・天板が広く、端に返しが付い

ているので、筆記具等の落下
を防ぐことができる。 

養護机 
 
・座位保持椅子や車椅子に付属した机。 
・天板が小さく、しっかりと固定されていないため、学習に不向
きな面もある。 

付属の机 
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また、学習場面において、上肢操作の困難さが影響するのは、何かを書（描）いたり、実験・実習など

上肢や手指を使った具体物の操作を行ったりする場面です。書字場面では、鉛筆を持つ手に力が入りす

ぎたり、筆圧が弱かったり、不随意運動があったりと身体と力のコントロールが難しいことや、書くこと

に時間がかかってしまうことがよく見られる困難です。しかし、「書きにくい」ことだけではなく、書き

にくいことで知識や思考力、表現力が身に付きにくくなったり、学習意欲を損ねてしまったりすること

に対しても対策が必要です。書く動作をしやすくすることだけでなく、書くことへの負担を少なくした

り、書くことにこだわらずに、他の手段を組み合わせたりするなど柔軟な支援が求められています。タブ

レットやパソコン、教師の代筆など代替機器や手段を工夫することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筆記用具等の工夫 

＜自立活動との関連＞ 

自立活動の内容【５ 身体の動き】との関連が深い項目です。 

学習に適した姿勢の調整や補助具や自助具の使用、環境設定などは、各教科の指導の中で

個々に対応するのではなく、自立活動の時間で取り上げて、児童生徒に適した姿勢を見つけた

り、使用方法を覚えたりしていくなど、自立活動の指導との密接な関係を保ち、学習効果を高

めていくことが大切です。 

 
・角度を付けることで、読
み書きしやすくなる。 

書見台 
 
・紙を固定することで、書

いたり消したりしやすく
なる。 

・滑り止めマットを使用す
る方法もある。 

バインダー 
 
・鉛筆やペンにグリップを付けて握る部
分を太くすることで、握りやすくな
る。 

・指筆を使うことで、筆を持つことの負
担を減らし、描くことに集中できる。 

グリップ・指筆 

 
・書くことにこだわらず、シール 
や付箋を使って選択する方法。 

手段の工夫 
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脳性疾患等のある児童生徒には、感覚や知覚、認知において様々な制限が生じ、文字の読み書き、物事

の理解や言語、数量など基礎的な概念の形成に影響があります。また、視覚認知に関する困難さが見られ

ることも多くあり、形をうまく捉えたり、線分の長さを比較したり、たくさんの情報から必要な情報を取

り出したりすることに困難さがあります。 

 以下に、各教科の学習場面でみられやすい困難さを例示します。 

教科 困難さの例 

国語 
・書字：文字の形が正確にとらえられない、板書を正確に写せない 

・文章理解：文字飛ばしや行飛ばしがある、音読はできても内容理解ができない 

社会 

・地図や統計資料の読み取り及び活用：必要な情報を得られない、分析できない 

・校外での調べ学習や地域調査：周囲の位置関係を把握しながらの移動、見学した

内容について記録を取ることができない 

算数 

・「数と計算」：筆算の方法はわかるが、位がずれてしまう 

・「量と測定」：30度などの角を見ても大きさがとらえられない 

・「図形」：三角形の形が正しく書けない 

・「数量関係」：平面座標で指定の点をとることができない 

理科 

・教科書や補助資料の読み取り：説明している文章を見つけられない、探している

間に説明を聞き逃す 

・グラフや表、実験機器の示度の読み取り：同じような模様が並ぶグラフや表、天

気図、示度は見ている場所がわからなくなる、斜め線がとらえにくいためグラフ

を追えない 

・電気や天体など立体図や空間図を使った説明、位置関係の把握：立体図内の上下

左右が判断できない、遠近法的な表現での長さの比較ができない 

保健体育 

・整列、ことばの指示の通りの運動、動きの模倣が難しい 

・リレー：バトンパスが難しい 

・球技：目的の方向にドリブルすること、ボールや他者の動きに合わせて自分の動

きの調整をすることが難しい 

音楽 
・楽譜：音符や記号を読み取ること、創作した音楽を楽譜に記録すること 

・楽器：鍵盤の配列がとらえにくい 

図画工作 

・画面の真ん中がわからない、鉛筆や筆をピンポイントに置くことが難しい 

・図と地の関係を区別しにくい 

・奥行きや長さの推量が難しい 

 

 

 

 

 

感覚や認知のもたらす困難さ 

筑波大学附属桐が丘特別支援学校（平成31年）『肢体不自由のある子どもの教科指導Ｑ＆Ａ～ 

「見えにくさ・とらえにくさ」をふまえた確かな実践～』、ジアース教育新社 を参考に作成 
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肢体不自由のある児童生徒の感覚や認知のもたらす困難さについては、それぞれ困難の様子が似てい

ても、その原因は一人一人違います。視力や視野の問題である場合や、体幹の不安定さや四肢の不随意運

動や眼振による問題の場合、そして中枢神経系の認知処理の問題である場合、それらが組み合わさって

いる場合など様々です。よって、それぞれの困難さに応じた教材・教具の工夫が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肢体不自由のある児童生徒は、肢体不自由に伴う様々な困難さを背景に、運動・動作、姿勢の保持、感

覚機能等において様々な困難さがあります。加えて、健康状態による行動や生活そのものの制限などに

より、成長や発達に必要となる総体的な体験が、量、質ともに不足している場合が少なくありません。そ

のことにより、興味・関心の幅が狭い、時間の意識が弱い、実感ができないなどの影響が考えられます。 

 経験不足を補うような具体物操作や経験の機会の設定、模型などの具体的なモデルの提示など、具体

的、直接的な活動を導入した授業計画、段階を踏まえた繰り返し学習することが可能な計画の立案が必

要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経験不足、有用な経験のしにくさ 

＜自立活動との関連＞ 

自立活動の内容【４ 環境の把握】との関連が深い項目です。 

児童生徒の困難さの原因を理解し、手立てや配慮の方法を検討していくことが大切です。手

立てや教材・教具を工夫して授業をした結果がどうだったか、うまくいかなかったときにはど

う改善したらいいのかを検討していきましょう。自立活動の時間で困難さを取り上げて、児童

生徒に適した手立てを見つけ、教材・教具の使い方を覚えていくなど、自立活動の指導との密接

な関係を保ち、学習効果を高めていくことが大切です。 

 

 

 

 

体験的な活動 

 

・車椅子を使用してい

る児童生徒は、畑で

の植物の栽培作業に

困難さがある。左図

のようにプランター

やキャスターを利用

することで、水やり

や観察、収穫作業が

容易になる。 

植物の栽培  

《国語》 

・和紙ついての学習で、和紙が洋

紙に比べて破れにくいことが

本当か、破って確かめてみる。 

《社会》 

・感染症対策のため社会科見学が行えない。 

→スーパーマーケットへ電話でインタビューを

行う。 

→警察の方に来校してもらい、

パトカーを見せてもらう。 

《算数》 

・角度についての学習で、校内のスロープの角度

を実際に測ってみる。 

各教科での活動例 
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【引用・参考文献等】 

学習指導要領 

〇文部科学省（平成29）『特別支援学校 幼稚部要領 小学部・中学部学習指導要領』 

〇文部科学省（平成30）『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 総則編（幼稚部・小学部・中学部）』、

開隆堂出版 

〇文部科学省（平成30）『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 各教科等編（小学部・中学部）』、開

隆堂出版 

〇文部科学省（平成30）『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学

部）』、開隆堂出版 

 

特別支援教育 

〇独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所（平成22）『専門研究Ｂ 肢体不自由のある子どもの教育に

おける教員の専門性向上に関する研究-特別支援学校（肢体不自由）の専門性向上に向けたモデルの提

案-（平成20年度～21年度）研究成果報告書』 

〇独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所（2020）『特別支援教育の基礎・基本2020』、ジアース教育

新社 

〇文部科学省初等中等教育局特別支援教育課（2022）『障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人

一人の教育的ニーズを踏まえた学びの充実に向けて～』、ジアース教育新社 

 

肢体不自由教育全般 

〇社会福祉法人全国心身障害児福祉財団（平成27）『新重複障害教育実践ハンドブック』 

〇全国特別支援学校肢体不自由教育校長会[編著] 菅野和彦、下山直人、長沼俊夫、吉川和夫[監修]（令

和元）『肢体不自由教育実践 授業力向上シリーズ No.７』、ジアース教育新社 

 

自立活動 

〇北川貴章・安藤隆男（2019）『「自立活動の指導」のデザインと展開－悩みを成長につなげる実践32－』、

ジアース教育新社 

〇独立行政法人国立特殊教育総合研究所（2006）『肢体不自由のある子どもの自立活動ガイドブック』、ジ

アース教育新社 

 

引用・参考文献等 

肢体不自由教育に携わる上で参考となる主な文献や資料、Webページなどを紹

介します（本指導資料作成にあたり、引用・参考とした文献・及び資料等を含む）。 

本指導資料の中では基礎的な事項について説明しています。より理解を深めたい

場合は、以下の文献等を参考にしてください。また、全国の肢体不自由特別支援学

校の教育実践も参考にしながら、更なる専門性の向上と指導の充実を目指していき

ましょう。 
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〇筑波大学附属桐が丘特別支援学校・自立活動研究会[編著] 下山直人[監修]（2021）『よく分かる！自立

活動ハンドブック１ 指導すべき課題を導く』、ジアース教育新社 

〇筑波大学附属桐が丘特別支援学校・自立活動研究会[編著] 下山直人[監修]（2021）『よく分かる！自立

活動ハンドブック２ 指導を計画する』、ジアース教育新社 

〇筑波大学附属桐が丘特別支援学校・自立活動研究会[編著] 下山直人[監修]（2022）『よく分かる！自立

活動ハンドブック３ 指導をよりよいものへ』、ジアース教育新社 

〇古川勝也・一木薫（2020）『自立活動の理念と実践［改訂版］実態把握から指導目標・内容の設定に至

るプロセス』、ジアース教育新社 

 

教科指導 

〇飯野順子（平成29）『肢体不自由教育における子ども主体の子どもが輝く授業づくり』、ジアース教育新

社 

〇筑波大学附属桐が丘特別支援学校（平成31）『肢体不自由のある子どもの教科指導Ｑ＆Ａ～「見えにく

さ・とらえにくさ」をふまえた確かな実践～』、ジアース教育新社 

 

摂食・嚥下 

〇金子芳洋、菊谷武[監修]（2005）『上手に食べるために―発達を理解した支援―』、医歯薬出版株式会社 

〇田角勝、向井美恵[編著]（2006）『小児の摂食嚥下リハビリテーション』、医歯薬出版株式会社 

〇田村文誉[著]（2009）『上手に食べるために②摂食指導で出会った子どもたち』、医歯薬出版株式会社 

 

医学・生理学 

〇筑波大学人間総合科学研究科（障害科学）博士（医学）竹田一則[著]（平成20）『肢体不自由児、病弱・

身体虚弱児教育のためのやさしい医学・生理学』、ジアース教育新社 

〇松元泰英（平成27）『肢体不自由教育連携で困らないための医療用語集』、ジアース教育新社 

〇全国特別支援学校病弱教育校長会[編著] 深草瑞世[監修]（2020）『特別支援学校学習指導要領等を踏

まえた病気の子どものための教育必携』、ジアース教育新社 

 

感覚統合 

○川上康則［監修］（2015）『学校・家庭で楽しくできる 発達が気になる子の感覚統合遊び（発達障害を

考える心をつなぐ）』、ナツメ社 

○木村順［監修］（2010）『感覚統合をいかし、適応力を育てよう１ 発達障害の子の感覚遊び・運動遊び』、

講談社 

 

医療的ケア 

〇日本小児神経学会社会活動委員会 北住暎二、杉本健郎[編著]（2012）『新版医療的ケア研修テキスト 

重症児者の教育・福祉・社会的生活の援助のために』、クリエイツかもがわ 

〇田村正徳[監修] 梶原厚子[編著]（2017）『在宅医療が必要な子どものための図解ケアテキストＱ＆Ａ』、

メディカ出版 
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介助 

〇松元和子[著] 五味重春・津曲裕次[監修] リハビリテーション技術研究会[編集]（1997）『動きづくり

のリハビリテーション・マニュアル上肢編』、中央法規 

〇田中義行[著]（2012）『写真で学ぶ拘縮予防・改善のための介護』、中央法規 

 

排せつ指導 

〇静的弛緩誘導法研究会[監修] 中村敬子他[著] （2015）『障害の重い子どものこころとからだを育てる

排泄教育』、御茶の水書房 

 

機関誌 

〇特定非営利活動法人 日本肢体不自由教育研究会『肢体不自由教育』 

 

【引用・参考Webページ】 

〇香川県立高松養護学校『肢体不自由児の支援のヒント よくある相談ヒントシート』 

https://www.kagawa-edu.jp/takayo02/（令和４年６月30日閲覧） 

○独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（令和４年）『肢体不自由特別支援学級の指導ガイドブック』 

 file:///C:/Users/tyoken18/Downloads/B-373%20(1).pdf（令和４年５月11日閲覧） 

○福島県特別支援教育センター（2020）『コーディネートハンドブック〔2020 年版〕』 

              （2022）『コーディネートハンドブック〔2022 年追補版〕』 

 https://special-center.fcs.ed.jp/（令和４年６月28日閲覧） 

〇宮城県立拓桃支援学校『地域支援 相談リーフレット集』 

https://takuto.myswan.ed.jp/shien（令和４年６月30日閲覧） 

〇文部科学省中央教育審議会（平成17年）『特別支援教育を推進するための制度の在り方について（答申）』 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/05120801.htm（令和４年６月28日

閲覧） 

○山口県教育委員会（平成25年）『自立活動の指導の手引き』 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/181/26574.html（令和４年６月 30日閲覧） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



89 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順１　実態把握

①　興味･関心、学習や生活の中で見られる長所やよさ、課題等について情報収集

興味・関心
苦手なこと

好きなこと
得意なこと

苦手なこと

②　収集した情報（①）を自立活動の区分に即して整理する段階　　　　　　

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

令和　年度　　自立活動の指導における目標設定シート

学部学年

教育課程

小 ・ 中 ・ 高  　  　年

準ずる　　　　・　　　　知的代替　　　　・　　　　自活主　　　　・　　　　訪問

氏名

学習や生活の中で
見られる良さと

課題

良さ

課題

④　③で整理した課題同士がどのように関連しているかを整理し、中心的な課題を導き出す段階

手順２　課題の抽出と関連の整理

③　①をもとに②で整理した情報から課題を抽出する段階

【指導すべき課題】（つけてほしい力、これから獲得すべきこと、○年後に向けて今つけたい力）

④　③で整理した課題同士がどのように関連しているかを整理し、中心的な課題を導き出す段階

課題関連図

原因→影響・結果　　　　⇔相互に関係　　　・・・・・相反する関係　　　　□中心課題

様式

81

様式 
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【長期目標】

【短期目標】　＊条件、行動、基準を示す

手順３　指導目標の設定

選定した項目を関連付けて具体的な指導内容を設定
⑧　具体的な項目を関連付ける段階

（2）状況の理解と
変化への対応に関す
ること。

（2）他者の意図や
感情の理解に関する
こと。

（2）感覚や認知の
特性についての理解
と対応に関するこ
と。

（2）姿勢保持と運
動・動作の補助的手
段の活用に関するこ
と。

（2）言語の受容と
表出に関すること。

（3）身体各部の状
態の理解と養護に関
すること。

（3）障害による学
習上又は生活上の困
難を改善・克服する
意欲に関すること。

（3）自己の理解と
行動の調整に関する
こと。

（3）感覚の補助及
び代行手段の活用に
関すること。

（3）日常生活に必
要な基本動作に関す
ること。

（3）言語の形成と
活用に関すること。

（5）健康状態の維
持・改善に関するこ
と。

（5）認知や行動の
手掛かりとなる概念
の形成に関するこ
と。

（5）作業に必要な
動作と円滑な遂行に
関すること。

（5）状況に応じた
コミュニケーション
に関すること。

（4）障害の特性の
理解と生活環境の調
整に関すること。

（4）集団への参加
の基礎に関するこ
と。

（4）感覚を総合的
に活用した周囲の状
況についての把握と
状況に応じた行動に
関すること。

（4）身体の移動能
力に関すること。

課題同士の関係を整理する中で今指導する目標として
⑤　④に基づき設定した指導目標を記す段階

（2）病気の状態の
理解と生活管理に関
すること。

手順４　具体的な指導内容の設定

指導目標を達成するために必要な項目の選定
⑥　⑤を達成するために必要な項目を選定する段階
⑦　項目と項目を関連付ける際のポイント

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

（1）生活のリズム
や生活習慣の形成に
関すること。

（1）情緒の安定に
関すること。
 

（1）他者とのかか
わりの基礎に関する
こと。

（1）保有する感覚
の活用に関するこ
と。

（1）姿勢と運動・
動作の基本的技能に
関すること。

（1）コミュニケー
ションの基礎的能力
に関すること。

＜評価基準＞ ＜評価基準＞ ＜評価基準＞

＜指導内容＞ ＜指導内容＞ ＜指導内容＞

＜指導の手立て＞ ＜指導の手立て＞ ＜指導の手立て＞

＜指導の場面＞ ＜指導の場面＞ ＜指導の場面＞

手順５　評価

（4）コミュニケー
ション手段の選択と
活用に関すること。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


